
 



 

 

 

「豊田市民の誓い －シンボルマーク－」 

昭和５３年３月、ふれあい豊かな地域社会づくりの目標として、市民共通の

願いを５項目に託した「豊田市民の誓い」が誕生しました。 

 以後２０余年を経過し、平成１８年３月４日に開催された豊田市制５５周年

記念式典で、「豊田市民の誓い」の新シンボルマークが発表されました。  

新シンボルマークは、市町村合併を機に、新しい市域の子どもを始め全市民

に「市民の誓い」の理念を周知啓発し、前文と本文の５項目を市民生活と結び、

実践活動の推進を図ることを目的としています。 

「豊田市の花“ひまわり”の種をモチーフに、本文の５項目を明るいラインで

表し、実践活動を通して、わたくしたち市民の手で、豊田市を未来に向かって

育て伸ばそう」という意味を表しています。 

◆◇◆＜表紙写真＞ 中消防署に配備された新型はしご車 とよた中３１◆◇◆ 

  令和７年度に中署消防署へ新型はしご車を配備しました。中消防署のはしご車は、
１７年ぶりの更新となります。本車両は、最大３５メートルまで伸⾧可能な大型はし
ご車で、豊田市消防本部に配備されているはしご車の中で最大規模を誇り、高層建物
における災害対策において重要な役割を担います。 

  また、先端のバスケットが屈折する構造となっており、ビルが立ち並ぶ市街地にお
いても、より柔軟で確実な活動が可能となっています。 

豊田市民の誓い 

（前文） 
わたくしたちは、七州をのぞむ美しい山河にかこまれ、

輝かしい衣の里の歴史と伝統をうけつぎながら、明日に
向かって伸びゆく豊田市の市民です。 
（本文） 
一．緑をはぐくみ、川を大切にして、豊かな自然を愛し 

ましょう。 
一．スポーツに親しみ、教養を高めて、文化の向上につ 

とめましょう。 
一．元気で働き、若い力をそだてて、幸せな家庭をつく 

りましょう。 
一．互いに助けあい、心の輪をひろげて、あたたかい町 

をつくりましょう。 
一．いのちを尊び、きまりを守って、住みよい社会をつ 

くりましょう。 
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 この年報は、令和８年４月１日現在における当市の状況と令和７年の当
市における消防の現況及び火災等の発生状況等を統計的に収録し、今後の
消防行政の効率的な運営に役立てるとともに、当市における消防の実態に
ついてご理解を深めていただくことを目的として編集したものです。 
 なお、本書中の火災・救急・救助統計は、暦年をもって表し、予算関係
及びその他の事項については、会計年度で表しています。 
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豊田市消防本部 





一 目 統 計

面積
        人口
     人口密度

世帯数 署所数

918.32k㎡    414,394人
   451人/k㎡

192,928世帯 4消防署 ５分署 ７出張所

消防予算 消防職員数 救急隊/救急救命士数 消防団員数

73億3,356万円
〔市民１人あたり17,697円〕

544人
〔市民762人に1人〕

18隊 / 163人 1,819人
〔市民227人に1人〕

女性消防クラブ会員数 少年消防クラブ会員数 幼年消防クラブ会員数 高校生消防クラブ会員数

92人 18,474人 10,472人 66人

自主防災会の組織数 防火対象物● 危険物施設数● 防火危険物安全協会会員数

319組織
〔組織率100％〕

15,897棟 1,187施設 315会員

防災学習センター利用者数● 本部・署車両数 ／ 団車両数  消火栓  ／   防火水槽 １１９番受信件数★

23,645人
〔計 693,600人〕

 126台 ／ 127台 5,738基  ／  1,974基 29823件
〔17.6分に1件〕

火災件数★ 救急件数★ 救助件数★ 出火原因★

165件
〔2.2日に1件〕

22,085件
〔24分に1件〕

349件
〔0.9日に1件〕

 1位 たき火
〔34件〕

R8.4.1現在の数値（●印:R7年度の数値 ★印:R7年の数値） 

危 



6月27日 盲導犬救急対応訓練 
 中部盲導犬協会の指導のもと、救急事案における盲
導犬及びユーザーへの対応を学びました。 

5月13日（南）消防２課×高美こども園合同訓練 
 高美こども園と合同で消防訓練を実施し、こ
どもたちに火の危険性について伝えました。 

5月30日 第48回全国消防職員意見発表会 
 広島県で開催された全国消防職員意見発表会
に下山出張所森久士⾧が出場しました。 

  
 

令和７年度（主な取組） 

8月31日 多数傷病者対応訓練 
 豊田スタジアムにて名古屋グランパス関係者
及び豊田警察署と合同で訓練を実施しました。       

6月15日 第３回豊田市消防団警防技術交換会 
 豊田市消防団が日頃の訓練成果を発揮し、警
防技術を競い合う訓練大会を開催しました。 

9月1日～30日 中学生に向けた初期消火指導  
 足助消防署管内の中学生を対象として消火栓
を使用した消火体験などの指導をしました。 

6月~10月 エイドステーションの運用開始  
 暑熱環境下で活動する消防職員の熱中症対策として
エイドステーションの運用を開始しました。 

8月30日 第53回全国消防救助技術大会 
 兵庫県で開催された全国消防救助技術大会に
南消防署引揚救助の隊員が出場しました。 



12月18日 消防用ロボットの導入  
火災や特殊な災害現場で要救助者の捜索等が

実施可能な消防用ロボットを導入しました。 

1月10日 豊田市消防出初・観閲式 
 とよた消防フェスタと同日開催され、様々な
催しで会場を盛り上げました。 

12月2日 三河中核市女性消防職員合同研修会  
女性消防職員のキャリヤや仕事について３市（豊橋

市、岡崎市、豊田市）で意見交換会を実施しました。 

1月25~29日 文化財防火訓練 
 「文化財防火デー」に合わせて、市内の3施設（清寿
院・法興寺・永福寺）で防火訓練を実施しました。 

11月14日 秋の全国火災予防週間×こども園  
秋の全国火災予防週間に、こども園と合同で

防火散歩を実施しました。 

3月5日 トイレ機能を搭載した多機能車両の導入 
 災害発生時に活躍するトイレ機能を搭載した
「多機能車両サクラ」を導入しました。 

3月7日 南消防フェスタ 
 防火・防災知識の向上を図ることを目的に、
南消防フェスタを開催しました。 

10月4日 足助消防署ふれあい広場inメタバースとよた 
 どこでも誰でも参加可能な消防本部初の取組とし
て、仮想空間での防火イベントを開催しました。 
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豊田消防のあらまし    

◆ 豊田市の概要                           
 
豊田市は、「クルマのまち」として世界にその名を知られる産業都市でありながら、四季を通じ

て変わりゆく美しい自然に囲まれた広大な都市で、梨や桃が県内でも有数の収穫量を誇るなど自
然の恵み豊かな地域です。昭和２６年３月に挙母市として市制施行以来、自動車産業の発展とと
もに急速に成⾧し、平成１７年４月の「平成の大合併」では、経済圏や日常生活圏が一体となっ
ている矢作川流域７市町村が一つとなり、新豊田市が誕生しました。 

現在人口約４１万４千人、面積は９１８．３２ｋ㎡で愛知県のほぼ中央に位置し、⾧野県に源
を発する矢作川が南北に流れ、市域は、東・北部の三河高原を形成する山間部と、西・南部の西
三河平野につながる丘陵・平野部からなり、標高３．２ｍから１，２４０ｍに至る変化に富んだ
地形条件を有しています。 

豊田市は「第９次豊田市総合計画」の将来都市像に、「つながる つくる 暮らし楽しむまち・
とよた」を掲げ、「つながり」によって、多様な価値や可能性を創出するまちや「チェンジ（変化）」
と「チャレンジ（挑戦）」によって、しなやかに変化し続けるまちを目指しております。また「Ｗ
Ｅ ＬＯＶＥ とよた」条例を制定し、誰もが幸せを感じる「わくわくする世界一楽しいふるさと」
を目指しております。 

 
 □ 位  置  東経 137 度 9 分 24 秒、北緯 35 度 5 分 00 秒 
 □ 面  積  918.32ｋ㎡（東西 49.36ｋｍ、南北 33.37ｋｍ） 
 □ 世 帯 数  192,928 世帯 
 □ 人  口  414,394 人 (総人口) 

□  人口密度   451 人／ｋ㎡  （出典「豊田市統計書」等） 
                                  

 
  

令和８年 4 月１日現在 
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豊田消防のあらまし    

◆ 消防のあゆみ                           
 
徳川中期寛延年 各村の庄屋に大うちわ、水桶、とび口、刺子等の消火器具が備えられた。 
明治初期 下挙母に有志が集まって「桜組」と称する消防組が編成されたのをはじめ、各

集落に逐次消防組を編成 
明治中期 県の奨励によって公設消防発足の気運が起こり、統制ある団体に改善されると

ともに、鉄製腕用ポンプ等を装備 
1947（昭和 22） 消防団令の公布により、警防団７分団を消防団１７分団６５０人に改組 
1956（昭和 31） 挙母市消防本部（庶務係、消防係、予防係、整備係）・署が発足し、 

職員２４人、消防車２台で業務を開始 
西加茂郡高橋村と合併し、消防団が２６分団１，０５１人となる。 

1957（昭和 32） 消防団再編成を行い、２６分団７９６人となる。 
1959（昭和 34） 市名変更に伴い、豊田市消防本部・署となる。 

消防団を再編成統合し、９分団７８０人となる。 
第 1 期小型化整備５か年計画を樹立、全額市費配備に踏み切る。 

1963（昭和 38） 第 1 期小型化整備５か年計画完了、小型動力ポンプ２０台を消防団に配備 
救護隊を設置、救急車１台を購入し救急業務を開始する。 

1964（昭和 39） 碧海郡上郷町と合併し、消防団再編成を行い１２分団６９６人となる。 
第２期機械力の小型化整備５か年計画を樹立 

1965（昭和 40） 高岡町と合併し、消防団が１７分団８７２人となる。 
1966（昭和 41） 南部出張所を開設、消防・救急業務を開始 
1967（昭和 42） 西加茂猿投町と合併し、２４分団１，１６８人となる。 
1969（昭和 44） 第２期小型化整備５か年計画完了、小型動力ポンプ１７台を消防団に配備 

消防⾧専任となる。 
消防団を再編成統合し、１５分団９５０人となる。 
美山出張所を開設、消防・救急業務を開始 

1970（昭和 45） 
 

東加茂松平町と合併し、１７分団１，１６６人となる。 
消防本部に課制（庶務課、消防課、予防課）をしき、３課１署２出張所とし、
本署に警備第１係、警備第２係を新設 
消防本部・署の新庁舎を挙母町に移転新築し、業務を開始 

1971（昭和 46） 消防本部消防課に教養係を新設 
1972（昭和 47） 四郷出張所を開設、消防・救急業務を開始 
1974（昭和 49） 女性消防士２人を初採用 

大林出張所を開設、消防・救急業務を開始 
予防課予防を危険物係と予防係に再編成 

1976（昭和 51） 本署に通信第１係、通信第２係を新設 
消防音楽隊発足 

1977（昭和 52） 松平出張所を開設、消防・救急業務を開始 
予防課に建築物係、本署に指導調査係を新設 

1978（昭和 53） 消防本部の組織を変更し、次⾧を置く。 
1979（昭和 54） 高岡出張所を開設、消防・救急業務を開始 

消防署の組織を変え、署所を中部・南部・西部・北部地区に区分し、本署に特
別消防第１係、特別消防第２係を新設 

1980（昭和 55） 高橋分署を開設、消防・救急業務を開始 
「救護隊」を「救急隊」に改名 

1982（昭和 57） 消防団の再編成を行い、１７分団５５部１，０３６人となる。 
保見出張所を開設、消防・救急業務を開始 
通信指令室を新設 

1983（昭和 58） 予防課に査察指導係を新設し、高橋分署に警防第１係、警防第２係を新設 
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1984（昭和 59） 大林出張所に警防第１係、警防第２係を新設 

1985（昭和 60） 南部出張所と四郷出張所にそれぞれ警防第１係、警防第２係を新設 
地図検索装置を導入 

1986（昭和 61） 美山出張所と松平出張所にそれぞれ警防第１係、警防第２係を新設 
1987（昭和 62） 南部出張所を移転新築し、南分署が開設 

消防波無線前進基地を南分署に設置 
1988（昭和 63） 保見出張所と高岡出張所に警防第１係、警防第２係を新設 
1990（平成 2） 救急波無線前進基地を高岡出張所に設置 
1992（平成 4） 力石出張所を開設、消防・救急業務を開始、消防波・救急波前進基地を設置 
1993（平成 5） 動態的組織の導入に伴い担当制を設け、係制度を廃止 
1994（平成 6） 消防本部（署）新庁舎を⾧興寺に移転新築し、同時に消防緊急情報システムを

導入、防災学習センターを開設 
1996（平成 8） 消防団の再編成を行い、１８分団６１部１，０３６人となる。 

藤岡小原分署を開設、藤岡町・小原村の消防事務の受託業務を開始 
四郷出張所を四郷分署に再編成 

1997（平成 9） 美山出張所を移転新築し、西分署が開設 
高橋分署を東分署、四郷分署を北分署に改名し、分署名を東西南北の方位名称
とする。 
消防本部敷地内にヘリコプター場外離着陸場を整備 

1998（平成 10） 消防本部庶務課に企画教養担当と経理担当、本署に救助警防担当及び救急担当
を新設 

1999（平成 11） 消防本部消防課に消防担当と施設担当、南分署に救助警防担当及び救急担当を
新設 

2000（平成 12） 消防署を１署から３署体制にし、消防署を中消防署、北分署を北消防署、南分
署を南消防署に昇格、各署に管理担当及び消防担当、消防本部に指令課を新設 
消防本部庶務課の企画教養担当を企画研修担当に改名 

2001（平成 13） 消防署に課制を導入し、１本部、３消防署、１４課体制となる。 
2002（平成 14） 逢妻出張所を開設、１本部３消防署３分署６出張所となる。 

庶務課の経理施設担当を消防団・施設担当に改名 
消防課を警防救急課に改名し、警防救急担当と指揮調査担当を新設 

2003（平成 15） 北消防署を移転新築 
警防救急課に装備担当を新設 
救急救命士を全施設に配置（２３人） 
消防団に女性が入団（8 月１日１２人任命） 
カラーガード隊「ひまわりフェアリーズ」を結成 

2004（平成 16） 公募により豊田市消防音楽隊市民演奏者９人を初採用 
2005（平成 17） 松平出張所を移転新築 

西加茂郡藤岡町、小原村、足助町、下山村、旭町及び稲武町と合併し、消防団
員数２，１７４人となり、合併地域の支所に支所消防隊を設置 
また、あすけ地域消防組合消防本部を編入し、職員４２７人となる。 
稲武出張所を稲武支所へ移転 

2006（平成 18） 大林出張所を移転新築し、末野原分署が開設 
防災学習センターをリニューアル 

2007（平成 19） 支所消防隊廃止 
2008（平成 20） 北・中消防署消防１・２課に指揮調査担当を新設 

予防課を危険物、予防査察、建築物担当の３担当に編成 
2009（平成 21） 中消防署消防１・２課に救助担当を新設し、高度救助隊 

（ＳＲＴ:スーパーレスキュー豊田）を編成 
南消防署消防１・２課に指揮調査担当を新設 
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庶務課の消防団・施設担当を消防施設・消防団担当に改名 
2010（平成 22） 庶務課の消防施設・消防団担当を施設経理担当、消防団担当の２担当に編成 

警防救急課の警防救急担当を救急救助担当、装備担当を水利車両担当に改名 
足助消防署消防１・２課に指揮調査担当を新設 
消防団に機能別団員制度を導入（４０人任命） 

2011（平成 23） 東日本大震災により緊急消防援助隊出動（宮城県亘理町、山元町） 
（４月２４日まで延べ４５日間、４０隊１５４人派遣） 
防災防犯課から矢作川豊田防災ステーションを管理移管 

2012（平成 24） 逢妻出張所を分署に昇格 
警防救急・指令担当専門監を配置 

2013（平成 25） 高岡出張所を移転新築 
稲武出張所を移転新築（敷地内にヘリコプター場外離着陸場を整備） 
庶務課を総務課に改名 
藤岡小原分署の予防管理担当を廃止 
東分署、逢妻分署、西分署、末野原分署を課扱いに改編 
消防吏員採用の消防⾧が就任 
総務担当管理監を配置 

2014（平成 26） 所属に副課⾧又は副分署⾧を配置 
各業務を管理する⾧として担当⾧を配置 
御嶽山の噴火により緊急消防援助隊出動（⾧野県王滝村）（２隊１０人派遣） 

2016（平成 28） 消防団の機能別団員に学生機能別団員を追加（４０人任命） 
とよた協力防人隊の発足（６３人任命） 

2017（平成 29） 高校生消防クラブ発足 
足助消防署を改修し、敷地内に 7 種類の救助訓練施設を新設 

2018（平成 30） 平成３０年 7 月豪雨により緊急消防援助隊出動（岡山県倉敷市真備町） 
（２隊 8 名派遣） 

2019（令和元年） 予防課の予防担当を予防推進担当に改名 
南署に消防用ドローンを導入 

2021（令和 3） 静岡県熱海市土石流災害により緊急消防援助隊出動（静岡県熱海市） 
（２隊１０人派遣） 

2023（令和 5） 指令課を２担当制から３担当制へ移行（令和５年１月～） 
2024（令和 6） 能登半島地震により緊急消防援助隊出動（石川県輪島市）（２８隊１１９人派

遣） 
北消防署及び南消防署の救助警防担当及び救急担当を警防救急担当及び救助
担当に改編 
超高齢社会の進展による救急需要の増加に対応するため、日勤救急隊を新設 
蒲郡市土砂災害により愛知県消防広域応援基本計画に基づく出動（蒲郡市） 
（３隊１５名派遣） 
奥能登豪雨により緊急消防援助隊出動（石川県輪島市）（５隊１６人派遣） 

2025（令和 7） 地域防災力向上のため、消防団事務を防災対策課へ移管 
総務課を政策人事担当・人材活躍推進担当及び消防施設・調整担当に改編 
火災や特殊な災害現場で要救助者の捜索等が実施可能な消防用ロボットの導入 

2026（令和 8） 中消防署の警防担当及び救助担当を特別消防救助担当に改編。ＳＲＴ:スーパ
ーレスキュー豊田をＳＲＴ:特別消防救助隊に改名 
警防救急課を警防課と救急課に改編、警防課に消防活動担当及び消防整備担
当、救急課に救急企画担当及び救命推進担当を編成 
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◆ 消防本部・消防署の組織図                    
 
 

 

 

  

消防⾧ 消防次⾧

消防本部

総務課

警防課

救急課

予防課

指令課

北消防署

管理課
保見出張所

力石出張所
消防１課

消防２課

藤岡小原分署

中消防署

管理課 松平出張所

消防１課

消防２課

東分署

逢妻分署

南消防署

管理課 高岡出張所

消防１課

消防２課

西分署

末野原分署

足助消防署

管理課

旭出張所

稲武出張所

下山出張所消防１課

消防２課
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◆ 消防本部の分掌事務                       
 

●総務課 
(1)公 印 の 管 理 に 関 す る こ と 。  
(2)文 書 の 収 受 に 関 す る こ と 。  
(3) 消 防 行 政 に 係 る 企 画 立 案 及 び 調 整 に
関 す る こ と 。  
(4)消 防 政 策 会 議 等 に 関 す る こ と 。  
(5) 消 防 本 部 の 所 管 に 係 る 予 算 及 び 決 算
の 総 括 に 関 す る こ と 。  
(6)消 防 施 設 (消 防 団 施 設 を 除 く 。)の 整 備 、
管 理 等 に 係 る 計 画 に 関 す る こ と 。  
(7) 消 防 施 設 用 地 ( 消 防 団 施 設 用 地 を 除
く 。 )の 取 得 及 び 管 理 に 関 す る こ と 。  
(8)消 防 施 設 (消 防 団 施 設 を 除 く 。 )の 整 備
に 関 す る こ と 。  
(9)消 防 施 設 (消 防 団 施 設 を 除 く 。 )の 維 持
管 理 に 関 す る こ と 。  
(10)訓 令 の 公 表 に 関 す る こ と 。  
(11)職 員 の 研 修 に 関 す る こ と 。  
(12)職 員 の 人 事 及 び 服 務 に 関 す る こ と 。  
(13)消 防 職 員 委 員 会 に 関 す る こ と 。  
(14)職 員 の 福 利 厚 生 に 関 す る こ と 。  
(15)安 全 衛 生 委 員 会 の 庶 務 及 び 職 員 の 公
務 災 害 補 償 に 関 す る こ と 。  
(16)消 防 表 彰 に 関 す る こ と 。  
(17) 公 用 車 の 安 全 運 転 推 進 に 関 す る こ
と 。  
(18)公 用 車 の 事 故 処 理 等 に 関 す る こ と 。  
(19)消 防 団 員 へ の 技 術 指 導 、 消 防 団 と の
合 同 訓 練 、 消 防 団 と 連 携 す る 災 害 対 応 等
に 関 す る こ と 。  
(20)水 防 業 務 の 管 理 に 関 す る こ と 。  
(21)水 防 資 機 材 の 整 備 に 関 す る こ と 。  
(22)消 防 用 燃 料 に 関 す る こ と 。  
(23)前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 他 の 課
の 所 管 に 属 さ な い こ と 。  
 

●警防課 
（ 1） 消 防 相 互 応 援 協 定 に 関 す る こ と 。  
（ 2） 緊 急 消 防 援 助 隊 に 関 す る こ と 。  
（ 3） 消 防 用 車 両 及 び 消 防 用 資 機 材 の 整
備 に 関 す る こ と 。  

（ 4） 消 防 用 資 機 材 の 取 扱 技 術 の 指 導 に
関 す る こ と 。  

（ 5）消 防 活 動 の 研 究 、対 策 等 に 関 す る こ
と 。  

（ 6） 消 防 活 動 の 基 準 等 に 関 す る こ と 。  
（ 7） 警 防 及 び 救 助 に 係 る 業 務 の 高 度 化
に 関 す る こ と 。  

（ 8）消 防 統 計（ 次 条 第 ６ 号 及 び 第 ９ 条 第
２ ０ 号 の 消 防 統 計 を 除 く 。）の 管 理 に 関
す る こ と 。  

（ 9） 消 防 水 利 施 設 の 整 備 及 び 維 持 管 理
に 関 す る こ と 。  

（ 10）ヘ リ ポ ー ト の 整 備 及 び 維 持 管 理 に
関 す る こ と 。  

（ 11）消 防 指 揮 本 部 の 編 成 及 び 運 営 に 関
す る こ と 。  

（ 12）消 防 部 隊 の 運 用 及 び 非 常 招 集 に 関
す る こ と 。  

（ 13）行 事 等 に お け る 消 防 、救 急 等 の 警
備 基 準 に 関 す る こ と 。  

 
●救急課 
（１）救急資機材の整備に関すること。 
（２）救急資機材の取扱技術の指導に関するこ
と。 

（３）救急活動の研究、対策等に関すること。 
（４）救急活動の基準等に関すること。 
（５）救急に係る業務の高度化に関すること。 
（６）消防統計（救急に係るものに限る。）の管
理に関すること。 

（７）応急手当の普及及び啓発に関すること。 
（８）救急の業務及び活動の報告に関すること。 
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●予防課 
(1) 火 災 予 防 の 広 報 及 び 啓 発 活 動 に 関 す
る こ と 。  
(2) 防 火 管 理 者 及 び 防 災 管 理 者 の 育 成 指
導 に 関 す る こ と 。  
(3) 防 火 協 力 団 体 の 育 成 指 導 に 関 す る こ
と 。  
(4) 自 衛 消 防 組 織 等 の 育 成 指 導 に 関 す る
こ と 。  
(5)危 険 物 製 造 所 等 の 許 認 可 、検 査 及 び 指
導 に 関 す る こ と 。  
(6)液 化 石 油 ガ ス に 関 す る こ と 。  
(7)少 量 危 険 物 の 保 安 に 関 す る こ と 。  
(8)危 険 物 施 設 の 査 察 に 関 す る こ と 。  
(9) 危 険 物 取 扱 者 の 育 成 指 導 に 関 す る こ
と 。  
(10)毒 劇 物 の 届 出 に 関 す る こ と 。  
(11)建 築 確 認 申 請 の 同 意 事 務 に 関 す る こ
と 。  
(12)消 防 用 設 備 等 の 設 置 指 導 及 び 検 査 に
関 す る こ と 。  
(13)豊 田 市 火 災 予 防 条 例 (昭 和 48 年 条 例
第 51 号 )に 規 定 す る 届 出 に 関 す る こ と 。  
(14)防 火 対 象 物 の 査 察 に 関 す る こ と 。  
(15)防 火 対 象 物 の 点 検 、報 告 、特 例 認 定 等
に 関 す る こ と 。  
(16)消 防 用 設 備 等 の 点 検 及 び 報 告 に 関 す
る こ と 。  
(17)防 火 基 準 適 合 表 示 に 関 す る こ と 。  
(18)煙 火 の 消 費 許 可 、 検 査 及 び 指 導 に 関
す る こ と 。  
(19) 火 災 予 防 事 務 の 統 一 化 に 関 す る こ
と 。  
(20)消 防 統 計 (火 災 に 係 る も の に 限 る 。 )
の 管 理 に 関 す る こ と 。  
(21)防 災 学 習 セ ン タ ー の 運 営 管 理 に 関 す
る こ と 。  
(22)住 宅 の 防 火 及 び 防 災 に 関 す る こ と 。  
 

(23)火 災 に 関 す る 警 報 又 は 林 野 火 災 に
関 す る 警 報 若 し く は 注 意 報 の 発 令 に 関
す る こ と 。  
(24)消 防 音 楽 隊 に 関 す る こ と 。  
(25)そ の 他 火 災 予 防 事 務 に 関 す る こ と 。 
 
●指令課 
（ 1） 消 防 通 信 の 運 用 及 び 管 理 に 関 す る
こ と 。  

（ 2） １ １ ９ 番 通 報 の 受 信 及 び 出 動 指 令
に 関 す る こ と 。  

（ 3） 災 害 等 の 消 防 活 動 支 援 及 び 情 報 等
の 収 集 に 関 す る こ と 。  

（ 4） 消 防 指 令 シ ス テ ム の 運 用 及 び 管 理
に 関 す る こ と 。  

（ 5） 消 防 救 急 デ ジ タ ル 無 線 の 運 用 及 び
管 理 に 関 す る こ と 。  

（ 6） 無 線 従 事 者 の 選 任 及 び 解 任 に 関 す
る こ と 。  

（ 7） 気 象 観 測 に 関 す る こ と 。  
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◆ 消防署の分掌事務                       
 

●管理課 
(1) 公 印 の 管 理 及 び 消 防 署 の 庶 務 に 関 す
る こ と 。  
(2)消 防 表 彰 に 関 す る こ と 。  
(3)消 防 団 と の 連 携 に 関 す る こ と 。  
(4) 火 災 予 防 の 啓 発 及 び 広 報 に 関 す る こ
と 。  
(5)防 火 対 象 物 の 査 察 に 関 す る こ と 。  
(6)豊 田 市 火 災 予 防 条 例 (昭 和 48 年 条 例 第
51 号 )に 規 定 す る 届 出 に 関 す る こ と 。  
(7)消 防 施 設 の 維 持 管 理 に 関 す る こ と 。  
(8) 消 防 車 両 の 維 持 管 理 及 び 燃 料 に 関 す
る こ と 。  
(9) 応 急 手 当 の 普 及 及 び 啓 発 に 関 す る こ
と 。  
 
●消防１課、消防２課 
(1) 火 災 の 原 因 及 び 損 害 の 調 査 に 関 す る
こ と 。  
(2) 火 災 の 防 圧 警 戒 及 び 水 防 活 動 に 関 す
る こ と 。  
(3)救 急 及 び 救 助 の 業 務 に 関 す る こ と 。  
(4)非 常 警 戒 に 関 す る こ と 。  
(5)地 水 利 調 査 に 関 す る こ と 。  
(6)研 修 及 び 訓 練 に 関 す る こ と 。  
(7)火 災 、救 急 、救 助 等 の 活 動 の 報 告 に 関
す る こ と 。  
(8)消 防 団 員 へ の 技 術 指 導 、消 防 団 と の 合
同 訓 練 、 消 防 団 と 連 携 す る 災 害 対 応 等 に
関 す る こ と 。  
(9) 火 災 予 防 の 啓 発 及 び 広 報 に 関 す る こ
と 。  
(10)防 火 対 象 物 の 査 察 に 関 す る こ と 。  
(11)り 災 証 明 書 等 の 発 行 に 関 す る こ と 。  

(12)豊 田 市 火 災 予 防 条 例 に 規 定 す る 届
出 に 関 す る こ と 。  
(13)防 災 施 設 の 管 理 及 び 防 災 指 導 に 関
す る こ と 。  
(14)消 防 資 機 材 の 維 持 管 理 に 関 す る こ
と 。  
(15)応 急 手 当 の 普 及 及 び 啓 発 に 関 す る
こ と 。  
(16)そ の 他 警 防 に 関 す る こ と 。  
 

●分署、出張所 
(1)火 災 の 防 圧 警 戒 及 び 水 防 活 動 に 関 す
る こ と 。  
(2)救 急 及 び 救 助 の 業 務 に 関 す る こ と 。  
(3)非 常 警 戒 に 関 す る こ と 。  
(4)地 水 利 調 査 に 関 す る こ と 。  
(5)研 修 及 び 訓 練 に 関 す る こ と 。  
(6)火 災 、救 急 、救 助 等 の 活 動 の 報 告 に 関
す る こ と 。  
(7)消 防 団 員 へ の 技 術 指 導 、 消 防 団 と の
合 同 訓 練 、消 防 団 と 連 携 す る 災 害 対 応 等
に 関 す る こ と 。  
(8)火 災 予 防 の 啓 発 及 び 広 報 に 関 す る こ
と 。  
(9)防 火 対 象 物 の 査 察 に 関 す る こ と 。  
(10)豊 田 市 火 災 予 防 条 例 に 規 定 す る 届
出 に 関 す る こ と 。  
(11)防 災 施 設 の 管 理 及 び 防 災 指 導 に 関
す る こ と 。  
(12)消 防 資 機 材 の 維 持 管 理 に 関 す る こ
と 。  
(13)応 急 手 当 の 普 及 及 び 啓 発 に 関 す る
こ と 。  
(14)そ の 他 警 防 に 関 す る こ と 。  
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◆ 消防職員配属状況                        

 　　職　名

区　分

消
防
正
監

消
防
監

消
防
司
令
長

消
防
司
令

消
防
司
令
補

消
防
士
長

消
防
副
士
長

消
防
士

1 8 38 65 119 144 97 72 544 106 438 544

小　　計 1 4 13 10 21 91 70 21

消 防 長 1 1 1

消 防 次 長 1 1 1

管 理 監 1 1 1

消防統括担当専門監 1 1 1

予防統括担当専門監 1 1 1

総 務 課 2 2 3 14 14

警 防 課 2 1 4 11 11

救 急 課 2 1 4 14 14

予 防 課 2 3 6 22 22

指 令 課 5 3 4 25 4 21

小　　計 1 5 13 25 88 6 82

消 防 署 長 1 1 1

管 理 課 1 1 2 5 5

消 防 １ 課 2 3 4 17 17

消 防 ２ 課 2 3 4 17 17

旭 出 張 所 2 4 16 16

稲 武 出 張 所 2 5 16 16

下 山 出 張 所 2 6 16 16

小　　計 1 6 13 23 112 8 104

消 防 署 長 1 1 1

管 理 課 1 1 3 6 6

消 防 １ 課 2 3 5 26 26

消 防 ２ 課 2 3 6 26 26

藤 岡 小 原 分 署 1 2 4 25 1 24

保 見 出 張 所 2 2 14 14

力 石 出 張 所 2 3 14 14

小　　計 1 7 15 26 126 10 116

消 防 署 長 1 1 1

管 理 課 1 1 2 7 7

消 防 １ 課 2 4 7 28 28

消 防 ２ 課 2 4 7 28 28

東 分 署 1 2 4 25 1 24

逢 妻 分 署 1 2 4 23 1 22

松 平 出 張 所 2 2 14 14

小　　計 1 7 14 23 123 9 114

消 防 署 長 1 1 1

管 理 課 1 2 2 6 6

消 防 １ 課 2 3 5 26 26

消 防 ２ 課 2 3 5 26 26

西 分 署 1 2 4 25 1 24

末 野 原 分 署 1 2 4 25 1 24

高 岡 出 張 所 2 3 14 14

小　　計 1 4 3 1

総 務 省 1 1

愛 知 県 1 2 2

豊 橋 市 1 1

市長部局出向者及び再任用短時間勤務職員は職員数に含めない

出　向 市 長 部 局 2 5 1 8 8

2 2 2再任用短時間勤務職員

南
消
防
署

78

派
遣
等

18

9

1

16

16

18

3

1

1

1

18

8

42

9

8

11

13

15

8

10

1

16

44

職員配属状況
令和8年4月1日

消　　　防　　　吏　　　員

合
　
　
計

毎
日
勤
務
者

隔
日
勤
務
者

消
防
職
員
総
数

10

9

77

合　　　　計

消
防
本
部

北
消
防
署

4

足
助
消
防
署

7

69

7

1

中
消
防
署

16

10

3

15

18

15



 

 １０

豊田消防のあらまし 

◆ 消防の当初予算 消防の当初予算 
令和８年度は、本市を取り巻く環境変化への的確な対応と将来のまちづくりを見据

えた挑戦を進めるため、「ミライ実現戦略２０３０」を推進する取組及び市民生活の「安
全・安心」を確保する取組を着実に推進することを基本的な考え方として、当初予算
を編成しました。 

一般会計当初予算の総額は ２，１１８億円、対前年度７９億円の減です。 
歳入では、市税が１，１４８億円、対前年度９８億円の減、国庫支出金は３１０億円、対

前年度１９億円の減、市債は５０億円、対前年度１０億円の増としました。また、歳出では、
普通建設事業費を３４１億円、対前年度１０９億円の減を計上し、将来のまちづくりに向け
必要な施策に取り組んでまいります。 

消防費については、一般会計全体の３．５％を占める７３億３，３５６万円で、消防指令
システムの更新完了等により、前年度と比較して４６億９，３５３万円の減となっています。 

その内容を性質別に分類すれば、人件費、物件費、補助費などの経常的経費は、６６億２，
９８１万円（９０．４％）、そのうち義務的経費である人件費は５４億９，５９８万円（７
４．９％）、消防車両の整備・防火水槽築造等の投資的経費は７億３７５万円(９．６％)で
す。 

これらの予算は、市民が安心して暮らすことのできる安全なまちづくりのために消防施設
の整備、消防体制の充実、消防車両・資機材の整備など消防防災体制の整備を推進するもの
です。 
 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

消防費当初予算額性質別割合 消防費当初予算額目別割合 

５年間の当初予算額の推移 

（千円）
令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年
7,099,583 7,151,362 8,646,641 12,027,091 7,333,562



 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

豊田市消防本部庁舎 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 １１

消 防 施 設  

  

                                 令和８年４月１日現在 

名 称 所  在  地 開 設 
年 月 

構   造 
階  数 

床（１階） 
面積 ㎡ 

延面積 
㎡ 

敷地面積 
㎡ 

北 消 防 署 
〒470-0373 
四郷町森前南 6 番地１ 

℡ 43-0093 

平成 
15 年 4 月 

S 造 3 階 
他 3 棟 

1,019.95 
238.60 

1,716.01 
322.60 

5,948.09 

藤 岡 小 原 
分 署 

〒470-0411 
木瀬町桧本 1525 番地 1 

℡ 76-5560 

平成 
8 年 4 月 

RC 造 2 階 
一部 S 造 499.75 763.75 2,977.95 

保見出張所 
〒470-0352 
篠原町黒坪 11 番地 2 

℡ 43-1630 

昭和 
57 年 4 月 RC 造 2 階 226.42 354.09 1,181.30 

力石出張所 
〒470-0318 
力石町井ノ上 81 番地 2 

℡ 42-1751 

平成 
4 年 4 月 

RC 造 2 階 
  一部 S 造 317.44 504.94 1,678.80 

消 防 本 部 
中 消 防 署 

〒471-0879 
⾧興寺 5 丁目 17 番地 1 

℡ 35-9722 

平成 
6 年 10 月 

SRC 造 6 階 
他 5 棟 

2,149.99 
1,521.80 

6,641.82 
2,363.45 

19,481.94 

東 分 署 
〒471-0003 
岩滝町高入 36 番地 1 

℡ 87-0360 

昭和 
55 年 4 月 

RC 造 2 階 
一部 5 階 423.64 745.08 2,432.97 

逢 妻 分 署 
〒471-0053 
丸根町 6 丁目 18 番地２ 

℡ 36-2450 

平成 
14 年 4 月 S 造 2 階 531.52 621.48 2,098.00 

松平出張所 
〒444-2216 
九久平町百々8 番地 7 

℡ 86-1190 

平成 
17 年 4 月 S 造 2 階 363.76 511.46 2,992.47 

南 消 防 署 
〒470-1216 
和会町⾧田 3 番地 1 

℡ 25-9008 

昭和 
62 年 4 月 

RC 造 2 階 
一部 5 階 
他 2 棟 

895.34 
348.30 1,895.53 5,270.29 

西 分 署 
〒471-0844 
聖心町 4 丁目 44 番地 5 

℡ 25-2570 

平成 
9 年 4 月 

RC 造 2 階 
他 1 棟 

379.02 
45.82 

554.90 
45.82 

2,441.54 

末野原分署 
〒470-1207 
鴛鴨町新林 127 番地 

℡ 25-3070 

平成 
18 年 4 月 S 造 2 階 569.47 692.84 2,453.63 

高岡出張所 
〒473-0921 
高丘新町上平地 135 番地 1 

℡ 51-6111 

平成 
25 年 3 月 S 造 2 階 428.04 527.04 3,917.00 

足助消防署 
〒444-2407 
桑田和町中貝戸 6 番地 

℡ 62-0119 

昭和 
57 年 4 月 

RC 造 2 階 
一部 5 階 
一部 S 造 
他２棟 

1,068.12 

152.21 

1,521.83 

152.21 
13,020.70 

旭 出 張 所 
〒444-2832 
浅谷町下万場 303 番地 2 

℡ 68-1119 

平成 
10 年 4 月 S 造 1 階 431.50 438.76 4,519.00 

稲武出張所 
〒441-2513 
稲武町宮ノヒラ 8 番地 7 

℡ 82-3099 

平成 
25 年 3 月 S 造 2 階 494.90 592.13 3,659.98 

（ヘリポート除く） 

下山出張所 
〒444-3242 
大沼町大官屋敷 92 番地 1 

℡ 90-4119 

平成 
7 年 10 月 S 造 1 階 324.93 324.93 3,799.00 

 

◆ 消防本部施設の概要◆ 消防本部施設の概要 



 

   １２

消 防 施 設 

●消防本部・署所の配置図 

 
 



消 防 施 設 

 １３

 

消防車両等の機械力は、人員や消防水利とともに消防力の基本要素の一つであり、市民の安全
を確保する上で不可欠なものです。消防機械等の技術革新に合わせ、災害現場において効率的に
運用できる最新鋭の機器を導入し、迅速で的確な対応ができるように整備の拡充を図っています。 
 

●消防本部・消防署の車両配置 
令和 8 年４月１日現在（台） 

       署 所 

 

 

 

車 種 

本

部 

北
消
防
署 

藤
岡
小
原
分
署 

保
見
出
張
所 

力
石
出
張
所 

中
消
防
署 

東

分

署 

逢
妻
分
署 

松
平
出
張
所 

南
消
防
署 

西

分

署 

末
野
原
分
署 

高
岡
出
張
所 

足
助
消
防
署 

旭
出
張
所 

稲
武
出
張
所 

下
山
出
張
所 

合

計 

消防ポンプ自動車 
（水槽無）  1    1    1 1    1   

９ 
（水槽有）※   １    １     1  1    

水槽付消防ポンプ自動車  1 1 1 1 2 １ 1 1 1 1 1 1 ２ 1 1 1 18 

梯子付消防自動車  1    1    1        3 

化学消防ポンプ自動車  1    1    1        3 

水槽車  1    1    １        ３ 

救助工作車  1     1    1    1    4 

指揮車 １ ２    ２    2    ２    ９ 

広報車 4 1 １ 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 21 

資機材搬送車 2 2    1    1    1    7 

救急自動車 １ 2 1 1 1 2 1 2 1 2 1 1 1 2 1 1 1 22 

小型救助車              1    1 

小型動力ポンプ付積載車                １ １ ２ 

支援車      1            1 

ドローン車 1                 1 

起震車 １                 1 

その他車両 11 ３    2    2    3    21 

合計 21 16 ４ 3 3 17  4 4 3 14 4 4 3 14 4 4 4 126 

小型動力ポンプ  1 1 1 1  1  1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 16 

※消防ポンプ自動車（水槽有）は、CD-Ⅰ型に小型水槽を備えているもの 

◆ 消防車両の配置 

  
  

  
  



消 防 施 設 

 １４

 
消防水利は、消火栓、防火水槽、プール等の「人工水利」と河川、池、沼等の「自然水

利」があります。市が整備している消防水利以外でも、「消防水利の基準」を満たした私有
の水利施設については、所有者等の承諾を得て、「指定消防水利」として登録をしています。 

消防水利の割合は、消火栓が７２．９％と大部分を占めており、防火水槽は２５．１％、
指定消防水利は２．０％です。大規模な地震による水道管の破損等に対応できるよう、耐
震性貯水槽の設置及び既設の防火水槽の地震対策に努めています。 

災害時には、その機能が十分発揮されなければなりません。そのため、常時使用可能な
状態を保つよう、位置、異常の有無、付近の障害物等を定期的に調査し、機能の保全に努
めています。 
 
●消防水利の推移                         各年４月１日現在（基） 

区  分 
令和 

4 年度 
令和 

５年度 
令和 

６年度 
令和 

７年度 
令和 

８年度 

消火栓（基準適合） ４，４２８ ４，４３２ ４，４３３ ４，６３６ ４，９６０ 

消火栓（基準非適合） １，３１１ １，３０７ １，３０８ １，１０２ ７７８ 

防火水槽４０㎥以上 １，６９８ １，７０２ １，７１０ １，７１６ １，７１７ 

防火水槽４０㎥未満 ２６８ ２６７ ２６５ ２６１ ２５７ 

指定消防水利 １５５ １５３ １５５ １５８ １５７ 

 
 
◆ 地震対策済防火水槽の設置 

 
大規模地震が発生した場合、消火栓や耐震性を有しない防火水槽の機能低下による消火

用水の不足が懸念されます。震災時における消防活動に支障をきたさないよう、耐震性貯
水槽を計画的に設置しています。また、耐震性を有しない防火水槽に対し、シート工法を
施工して地震対策及び⾧寿命化を図っています。 

１００㎥の耐震性貯水槽には同時多発火災が発生した場合に、地域で消火活動ができる
よう、小型動力ポンプ(Ｃ－１級)及び消防ホースなどを併せて整備しています。 
 
●地震対策済防火水槽の現有数                令和８年４月１日現在（基） 

 ４０㎥以上１００㎥未満 １００㎥以上 合計 

耐震性を有する防火水槽 ６１４ ４３ ６５７ 

シート工法施工済防火水槽 ４８ １ ４９ 

 
 

◆ 消防水利 



 

 １ ５

消 防 施 設 

 

 通信施設は、 市民からの災害通報を最初に受信する施設であり 、 迅速確実な情報収集による出動指令

を行う と と も に、 高機能消防指令システム、 消防救急デジタル無線システム等を駆使し、 災害の状況や

災害現場での活動状況などを把握して消防活動を円滑に支援する中枢的役割を担当しています。  

 令和8 年4 月1 日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 通信施設 

 高機能消防指令システム系統図   

GPS 衛星 
タブレット 端末 スマート フォン 

車両運用端末装置 
(ＡＶＭ／ナビ) 

(小型端末/広報用) 

各車両等 

災害情報 

防災行政無線（ 同報系）  

防災ラジオ 

警察 市役所関係（ 水道関係）  

電力会社 ガス会社 

愛知県高度情報通信ネット ワーク 

緊急情報ネッ ト ワーク （ Em -Net）  

消防指揮本部 
（ 災害対策室）  

 １ １ ９ 番通報 

無線機 指令情報出力端末 
災害情報共有端末 

署所端末装置 表示盤 指令書プリ ンタ 

 
各署所 

 
市民案内 

Net119 

FAX119 

メ ール119 

（ 携帯・ PC）  

【 指令台 ６ 台】  

・ 支援情報端末 

・ 地図等検索装置 

・ 自動出動指定装置 

・ 手書きメ モ 

・ インターネット 端末 

・ 温度計 

・ 雨量計 

・ 風向風速計 

⾧時間録音装置 

高機能消防指令システム（ 指令室）   

三者通話 

（ 通訳）  

固定電話 

公衆電話 
携帯電話 
（ スマート フォン）  

 
関係機関 

動画による１ １ ９ 番 

通報システム 

 

 

英語 中国語 ベト ナム語 ポルト ガル語 ネパール語 スペイン語  

韓国語 タガログ語 ミ ャンマー語 タイ語 フランス語 インド ネシア語  

ロシア語 ベンガル語 ウクライナ語 ペルシャ語 モンゴル語  

ヒ ンディ ー語 シンハラ語 アラビア語 ウルド ゥ ー語 クメ ール語  

広東語 イタリ ア語 ド イツ語 パシュト ー語 タミ ル語 ダリ ー語  

台湾語 ト ルコ語 ラオス語 マレー語 

 

 多言語コールセンター 32 言語に対応 



消 防 設 備 

１ ６  

  【 消防救急デジタ ル無線ネッ ト ワ ーク 】  

 

【 基地局実装チャ ネル】  ○使用波 △予備波 - 保有なし                     令和８ 年４ 月１ 日現在 

 消防本部基地局 松平基地局 蚕霊山基地局 八幡山基地局 羽布基地局 篠原基地局 池田山基地局 立野基地局 

活動波１ ｃ ｈ  ○ - △ ○ ○ - - - 

活動波２ ｃ ｈ  △ - ○ - - - - ○ 

活動波３ ｃ ｈ  △ ○ △ - - ○ ○ - 

活動波４ ｃ ｈ  ○ - △ ○ ○ - - - 

活動波５ ｃ ｈ  △ - ○ - - - - ○ 

活動波６ ｃ ｈ  △ ○ △ - - ○ ○ - 

活動波７ ｃ ｈ  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

主 運 用 波 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

統制波１ ～３ ○ - - - ○ - ○ ○ 

【 無線局数】                                          令和８ 年４ 月１ 日現在 

 
車載型移動局 携帯型移動局 

携帯型移動局 

（ 防災相互波）  
卓上型移動局 可搬型移動局 署活動用無線局 

消 防 本 部 

 

7 1 1  2  1  7  

北 消 防 署 13 14  1 1  1  36  

藤 岡 小 原 分 署 4 4   1   18  

保 見 出 張 所 3 3   1   10  

力 石 出 張 所 3 3   1   10  

中 消 防 署 14  15  1 1  1  38  

東 分 署 4 4   1   18  

逢 妻 分 署 4 4   1   16  

松 平 出 張 所 3 3   1   10  

南 消 防 署 12  13  1 1  1  36  

西 分 署 4 4   1   18  

末 野 原 分 署 4 4   1   18  

高 岡 出 張 所 3 3   1   10  

足 助 消 防 署 11  11  

 
1  1  1  26  

旭 出 張 所 4 4   1   14  

稲 武 出 張 所 4 4   1   14  

下 山 出 張 所 
 

4 4   1   14  

 

松平基地局 

     

羽布基地局 

     

八幡山基地局 

     

蚕霊山基地局 

     

立野基地局 

     

消防本部基地局 

      

篠原基地局 

     

 

無線（ LTE 網）  

池田山基地局 

     

基地局名 

無線局種類 

有線（ 専用線）  

基地局 

ch 

設置場所 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

腕用ポンプ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 １７ 

火   災   

◆ 火災発生状況 
令和７年の出火件数は１６５件で、２人の死者と２９人の負傷者が発生し、４０世帯が「り災」

しました。また、これらの火災で焼損した財産等は、建物９３棟、建物焼損床面積２，２３７㎡、
林野焼損面積４７ａ、車両は１２台で、その損害額は３億１，９７７万７千円となっています。 
 前年に比べて出火件数は５２件増加し、損害額は５，９７３万９千円減少しました。また、死
者数は２人減少しました。 
●火災発生状況 

区  分 令和７年（Ａ） 令和６年（Ｂ） 増減（C）:（Ａ）－（Ｂ） 

出火件数   （件） 165 113 52 

建物火災 75 54 21 

林野火災 5 4 1 

車両火災 10 11 △ 1 

その他の火災 75 44 31 

焼損棟数   （棟） 93 67 26 

建物焼損床面積（㎡） 2,237 1,980 257 

建物焼損表面積（㎡） 292 211 81 

車両焼損数  （台） 12 12  

林野焼損面積 （ａ） 47 33 14 

死者     （人） 2 4 △ 2 

負傷者    （人） 29 13 16 

り災世帯数 （世帯） 40 34 6 

り災人員   （人） 91 89 2 

出火率  （件/万人） 4.0 2.7 1.3 

損害額   （千円）  319,777 379,516 △ 59,739 

建物火災 315,721 316,832 △ 1,111 

林野火災    

車両火災 2,978 62,275 △ 59,297 

その他火災 1,078 409 669 

主
な
出
火
原
因 

(件) 

たき火 34 16 18 

たばこ 18 9 9 

火入れ 10 8 2 

放火の疑い 10 6 4 

こんろ 16 3 13 

放火 8 4 4 

ストーブ 2 2  

＊△は負数を表す 
＊出火率とは、人口１万人あたりの出火件数（人口は、該当年４月１日現在の住民基本台帳による。） 

＊令和８年４月１日現在の火災発生状況（調査結果により各数値が変わることがあります。） 



 

１８ 
 

火   災 

◆ 出火件数及び損害額等                       
平成２８年から１０年間の出火件数の推移をみると、平成２８年から令和６年までは増減を繰

り返しており、令和７年中の出火件数は１６５件で、前年に比べ５２件（４６．０％）増加しま
した。また、火災による死者数は２人減少しています。 
 火災による損害額は、前年より５，９７３万９千円減少の 3 億１９７７万７千円となっていま
す。 
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 １９ 

火   災   

令和７年中の火災は、北消防署の管轄で多く発生しています。 

 
 
 

 
 
 
 

◆ 火災種別出火件数 
火災種別でみると建物火災が７５件と前年（５４件）に比べ２１件増加、林野火災が５件と前

年（４件）と比べ１件増加、車両火災が１０件と前年（１１件）に比べ１件減少、その他の火災が
７５件と前年（４４件）に比べ３１件増加しました。 
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（件） 

54 67 60 66 45 58 55 52 54 75
12

8
9 13

3 2 5 4 4
516 8

18 15

19 7 9 16 11
10

49 50 43 43
51 46 38

67
44

75

0

50

100

150

200

平成28 平成29 平成30 令和1 令和2 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

建物 林野 車両 その他

（年） 

北消防署 
53件 32.1％ 
 

中消防署 
51件 30.9％ 
 

南消防署 
52件 31.5％ 
 

足助消防署 
9件 5.5％ 

 

（件） 
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火   災 

 令和７年中の出火件数を四季別にみると、冬季に多く火災が発生しており、損害額も冬季に多
く４０．５％を占めています。 
 
●四季別出火件数 

年別 

季別 

令和７年 令和６年 

出火件数

（件) 
構成比 

損害額 

（千円） 
構成比 

出火件数

（件) 
構成比 

損害額 

（千円） 
構成比 

春季（3 月～5 月） 49 29.7% 74,078 23.2% 19 16.8％ 15,837 4.2% 

夏季（6 月～8 月） 45 27.3% 113,579 35.5% 26 23.0% 33,202 8.7% 

秋季（9 月～11 月） 21 12.7% 2,588 0.8% 27 23.9% 236,117 62.2% 

冬季（12 月～2 月） 50 30.3% 129,532 40.5% 41 36.3% 94,360 24.9% 

合計 165 100.0% 319,777 100.0% 113 100.0% 379,516 100.0% 

 
 

令和７年中の月別出火件数は、１月が最も多く２３件で、最も少ない月は１０月及び１１月で
６件となっています。 
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 ２１ 

火   災   

令和７年中の時間別出火件数は、１１時台に多く発生しています。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

◆ 時間別出火件数 

合計 １６５件 
時間別出火件数 時間別出火件数 

2
3

4
3

1

4

2 2

6

8
7

16

10

12

15

6

11
12

6
5

10

4
3 3

10

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

0時 1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 不明

（件） 
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火   災 

下のグラフと表は、出火原因別の出火件数と損害額を表したものです。 
令和７年中の出火件数１６５件のうち、たき火が３４件で最も多く、次いでその他が１９件、

たばこが１８件の順となっています。 
主な出火原因別の損害額をみると、たばこが１０１，２１５千円と最も多く、次いでこんろが

４３，７３２千円、電灯・電話等の配線が２７，８７０千円の順となっています。 
 
 
 
 

 
 

 
 
●主な出火原因別の火災による損害額 

原因分類名 損害額（千円） 原因分類名 損害額（千円） 

たばこ 101,215 放火 2,100 

こんろ 43,732 排気管 1,569 

電灯・電話等の配線 27,870 配線器具 520 

電気機器 20,089 取灰 484 

放火の疑い 8,949 火入れ 418 

ストーブ 7,870 電気装置 2 

たき火 3,345 その他 34,670 
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◆ 出火原因別出火件数等 

合計 １６５件 出火原因別出火件数 

（件） 



 

 ２３ 

火   災   

●建物火災の主な出火原因と経過 
建物火災の主な出火原因は、こんろが１６件と最も多く、次いでたばこが８件、電気機器が６

件となっています。 
主な経過又は発火源をみると、使用者の過失が出火原因となる火災が多くなっています。 

主な 

出火原因 
こんろ 16 たばこ 8 電気機器 6 

主な経過 

又は 

発火源 

  

放置する，忘れる 5 不適当なところに捨て置く ５ 過多の電流を流す １ 

過熱する 3 残り火の処理が不充分 １ 電線が短絡する 1 

可燃物が動いて火源に触れる 2 消したはずのものが再燃する 1 
本来の用途以外の不適の用に
用いる 

1 

意図なしにスイッチが入る 1 容器（着火物用）が破損腐食す
る 

１ 半断線により発熱する １ 

火源が動いて接触する 1   不明 2 

考え違いにより使用を誤る 1     

輻射を受けて発火する 1     

絶縁劣化による発熱 1     

その他 1     

＊6 件以上のものを計上（その他、不明・調査中及び 5 件以下は 45 件） 

 
●林野火災の主な出火原因と経過  

林野火災の出火原因は、たき火が３件、次いでその他が２件となっています。  
主な出火原因 たき火 3 その他 2 

主な経過 

又は 

発火源 

火源が動いて接触する 2 火源が動いて接触する 1 

火の粉が散る遠くへ飛び火する 1 落雷する 1 

 
●車両火災の主な出火原因と経過 

車両火災の出火原因は、排気管が４件、たばこが１件、その他が１件となっています。 
主な 

出火原因 
排気管 4 たばこ 1 その他 1 

主な経過

又は 

発火源 

高温物が触れる 2 不適当なところに捨て置く 1 高温物が触れる 1 

可燃物が火源の上に転倒落
下する 1     

着火物が漏洩する 1     

＊不明・調査中以外のものを計上（不明・調査中は４件） 

◆ 発火源別出火状況 

(件) 
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◆ その他の出動件数 

合計 ４，１８８ 件 

署所別その他の出動件数 

月別その他の出動件数 

警戒 :危険物等の漏洩、流出その他の火災が発生するおそれのある場合の出動 
探索 :火災と認めることが困難な火煙の発生等による出動 
その他:火災、救急、救助や上記に掲げる出動以外 

合計 ４，１８８件 
(件) 

(件) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５３回全国消防救助技術大会 in 神戸 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



救急・救助 

２５ 

 
当市では、救急需要に応えるため、全消防署所に高規格救急自動車を導入するとともに、

令和６年４月１日から平日の昼間に活動する日勤救急隊を新設しました。救急隊員及び救急
救命士の養成を行い、より高度な救急業務が行える体制を構築しています。 

令和８年４月１日現在、１６３人の救急救命士のうち、アドレナリン投与の処置ができる
者１６３人、気管挿管の処置ができる者４４人、心肺機能停止前の輸液及び低血糖発作症例
に対するブドウ糖溶液の投与の処置ができる者１４８人が県の認定を受けて活動していま
す（資格の重複有）。 

また、救命率の向上のために、平成２９年度から次代を担う小中学生にも応急手当の受講
機会を拡大して、少年期から応急手当に慣れ親しむ環境作りを推進しています。 

救急車においては、傷病者の症状や状態を医師に的確に伝え、病院到着前に医師から適切
な指示を得るため、画像や映像などを市内の４病院＊に送信することのできる救急搬送支援
システムを導入しています（＊豊田厚生病院、トヨタ記念病院、豊田地域医療センター、足
助病院の市内４病院）。 

さらに、豊田加茂医師会、豊田厚生病院、トヨタ記念病院と協定を結び、ドクターカー研
修を実施することで、救急と医療の連携強化を図り、安全で住みよいまちになるよう推進し
ています。 

 

◆ 救急出動件数・搬送人員 
 
令和７年中における救急出動件数は２２，０８５件で、１日平均約６１件でした。このう

ち、医療機関に搬送された人員は１９，８８３人で、市民約２１人に１人の割合で救急車を
利用したことになります。前年と比較し、出動件数が４５６件（約２．１％）、搬送人員が２
４８人（約 1．3％）増加しました。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊小数点第２位を四捨五入して表記しているため、合計が１００％にならない場合がある。 
●その他の内訳 

 

火災 自然災害 水難 労働災害 運動競技 加害 自損行為 その他
出動件数 78 5 155 100 53 175 1,987 2,553 件
搬送人員 15 3 152 98 37 114 1,892 2,311 人

合計

◆ 救急体制 

出動件数 搬送人員 

 



救急・救助 

２６ 

 
下のグラフは、救急事故種別件数の推移を表したものです。 
令和７年は、前年と比較して４５６件増加し、２２，０８５件でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 救急隊員応急処置実施項目 
 

下のグラフは、搬送人員のうち救急隊員が行った応急処置の内容を表したものです。 
傷病者の症状をより詳しく観察するため、血中酸素飽和度測定、血圧測定、心電図等が多

く行われています。 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
  
 
 
 

 
 
 

 
 
 

◆ 救急事故種別件数 

救急事故種別件数の推移 

応急処置実施項目 

(項目) (件) 



救急・救助 

２７ 

 
下のグラフは、救急出動状況を署所別に分類したものです。 
人口分布の多い地域を管轄する中・南消防署で全体の７割以上を占めています。 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊小数点第２位を四捨五入して表記しているため、合計が１００％にならない場合がある。 
 

 

◆ 月別救急出動件数 
  

下のグラフは、救急出動状況を月別に比較したものです。 
月別の出動件数全体では、７月が最も多いです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

◆ 署所別救急出動件数 

月別救急出動件数 
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救急・救助 

２８ 

 
下のグラフは、救急出動状況を時間別に表したものです。 
救急出動は、午前８時から正午までの時間帯に多く発生しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊小数点第２位を四捨五入して表記しているため、合計が１００％にならない場合がある。 
 

 
下のグラフは、急病で搬送した傷病者を年齢区分別及び疾病分類別に表したものです。 
呼吸系、消化系、心疾患が多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 時間帯別救急出動件数 

◆ 年齢区分別疾病分類別搬送人員 

（件） 

（時） 

時間帯別救急出動件数 

年齢区分別疾病分類別搬送人員 
（人） 



救急・救助 

２９ 

 
下のグラフは、搬送人員を年齢区分別及び傷病程度別に表したものです。 
死亡、重症、中等症及び軽症ともに、高齢者の割合が高くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●講習実施状況  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

救 命 入 門 コ ー ス …心肺蘇生法、ＡＥＤ使用方法 
普通救命講習（Ⅰ）（Ⅱ） …心肺蘇生法（主に成人を対象）、ＡＥＤ使用方法、止血法 

＊普通救命講習（Ⅱ）は、一定の頻度で心停止者に対して応急の対応をすることが期待・想定される者を対象とする。 

普 通 救 命 講 習 （ Ⅲ ） …心肺蘇生法（主に小児、乳児、新生児を対象）､ＡＥＤ使用方法、止血法 
上 級 救 命 講 習 …心肺蘇生法、ＡＥＤ使用方法、止血法、傷病者管理法、外傷の手当要領、搬送法 
応 急 手 当 普 及 員 講 習 …救命に必要な基礎知識・医学、応急手当の指導要領 
応急手当普及員再講習 …応急手当に関する指導要領の再講習 

◆ 年齢区分別傷病程度別搬送人員 

◆ 応急手当普及指導講習実施回数 

年齢区分別傷病程度別搬送人員 

年度
種別

回数 748 809
受講者数 19,042 19,577

回数 613 612
受講者数 7,001 7,469

回数 0 0
受講者数 0 0

回数 11 17
受講者数 264 408

回数 7 6
受講者数 133 112

回数 10 4
受講者数 166 115

回数 12 10
受講者数 255 219

回数 1,401 1,458
受講者数 26,861 27,900

合計

令和6年 令和7年

救命入門コース

普通救命講習（Ⅰ）

応急手当普及員再講習

普通救命講習（Ⅱ）

普通救命講習（Ⅲ）

上級救命講習

応急手当普及員講習

実施数等



救急・救助 

３０ 

当市の救助隊は、法的に設置が義務付けられる以前の昭和５４年に特別消防隊として設置され、
徐々に装備の充実を図りながら多くの救助活動を実施してきました。 

現在は、中消防署（Ⅲ型）並びに北消防署、南消防署及び足助消防署（Ⅱ型各１台）の４署に救
助工作車を配置し、救助隊を編成しています。また、中消防署では、大規模災害や特殊事故に対
応するため、平成 21 年 4 月 1 日から高度救助隊（SRT:スーパーレスキュー豊田）を運用して
きました。令和 8 年 4 月 1 日からは、従来の人命救助活動に加え最新の消防活動や資機材に関す
る研究及び他署所隊員への指導・育成を担う体制へと強化するため、高度救助隊を特別消防救助
隊に再編し、運用を開始しました。 

◆ 緊急消防援助隊 
平成７年１月１７日に発生した「阪神・淡路大震災」を教訓とし、全国の消防機関相互の迅速

な応援救助体制の確立を目的に、国内で発生した地震などの大規模災害に対処するため、平成７
年６月に「緊急消防援助隊」が発足しました。 

当市は、令和８年 4 月 1 日現在で愛知県大隊指揮隊１隊、救助小隊３隊等、計１９隊を登録し
ています。 

 
災害発生年月日 災害名 出動隊数 出動人数 

①  2 0 0 4 年 7 月 1 8 日 平成 1 6 年 7 月福井豪雨 1 隊 6 人 

②  2 0 1 1 年 3 月 1 1 日 東日本大震災 4 0 隊 1 5 4 人 

③  2 0 1 4 年 9 月 2 7 日 御嶽山噴火災害 2 隊 1 0 人 

④  2 0 1 8 年 7 月 6 日 平成３０年 7 月豪雨 2 隊 8 人 

⑤  2 0 2 1 年 7 月 3 日 静岡県熱海市土石流災害 6 隊 3 0 人 

⑥  2 0 2 4 年 1 月 1 日 令和６年能登半島地震 2 8 隊 1 1 9 人 

⑦  2 0 2 4 年 9 月 2 7 日 令和６年奥能登豪雨災害 5 隊 1 6 人 

 

◆ 救助出動状況 
令和７年中の救助出動件数は、３４９件で、うち１９７件の救助活動を行い、１６４人を救助

しました。災害別の出動件数は、交通事故が５３件で全体の約１５％を占めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

◆ 救助体制 

豊田市の出動実績 

救助出動状況の推移 

災害別救助出動状況 

267 277 311 314 349

130 122 134 166 164

0

200

400

令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

出動件数 救助人員

5 53 7 5 123 1 155

火災 交通 水難 機械 建物 ガス・酸欠 その他



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防こども写生大会  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

















火災予防策 

３８ 

 

◆ 防火対象物数 

消防は、防火対象物＊に関する火災予防上の実態を具体的に把握し、それを基に災害の未然防止
及び被害の軽減を図ります。そのため、定期的に防火対象物を立入検査し、避難経路又は消防用
設備等の消防法令への適合状況を把握し、当該防火対象物の関係者に対して違反の是正又は防火
に関する指導を行っています。 

防火対象物は年々増加するとともに、建物も大規模化及び高層化し、用途及び構造も複雑にな
っています。当市では、防火対象物を査察対象物＊（第１種から第３種）とその他の防火対象物に
分類し、その規模及び危険性等に応じて立入検査を実施しています。 

＊防火対象物・・・建築物その他の工作物又はこれらに属するもの等 
＊査察対象物・・・防火対象物のうち計画的に査察を実施するものとして、消防⾧が別に定めるもの 

●消防署別防火対象物数                      令和８年４月１日現在（棟） 
       消防署別 

 区分 
北消防署 中消防署 南消防署 足助消防署 合計 

第１種査察対象物 223 349 223 99 894 

第２種査察対象物 787 636 1,533 137 3,093 

第３種査察対象物 1,500 1,992 1,953 345 5,790 

その他の防火対象物 1,555 2,105 2,110 350 6,120 

計 4,065 5,082 5,819 931 15,897 

１．第１種査察対象物とは、特定防火対象物（百貨店、旅館、病院等の多数の者が出入するもの）で延べ面積 1,000
㎡以上のもの、前記以外の防火対象物定期点検報告対象物及び表示制度対象物 

２．第２種査察対象物とは、上記１以外の防火対象物で延べ面積 700 ㎡以上のもの（共同住宅、学校等を除く） 
３．第３種査察対象物とは、上記１、２以外の防火対象物で防火管理者の選任義務又は自動火災報知設備等の設置義

務があるもの等 
 
 

◆ 消防用設備等の点検報告制度 
消防用設備等は、いついかなる場合に火災が発生しても確実に作動するよう、日ごろの維持管

理が十分に実施されていることが大切です。消防法では、防火対象物の関係者に対し、消防用設
備等の定期的な点検だけでなく不備事項の整備を含め、適正な維持管理を行うことを義務付けて
います。 

また、火災が発生した場合に人命に危険を及ぼす確率が高いものを特定防火対象物とし、それ
以外の防火対象物と区分して消防本部へ報告する期間を定めています。 

消防用設備等の点検を知識、技術の未熟な者が実施すると、効果が期待できないだけでなく、
機能の低下が生じる可能性があります。そこで一定規模以上の防火対象物については、消防設備
士又は消防設備点検資格者による点検が必要とされており、その他の防火対象物についても、こ
れに準じて点検を行うよう指導しています。 
 

 

 

 

 



火災予防策 

３９ 
 

◆ 防火対象物定期点検報告制度 
 この制度は、火災危険度が高い一定の用途、規模の防火対象物について、防火管理者の選任や
消防計画の作成、避難施設や消防用設備等の維持管理等、防火管理の状況を毎年１回防火対象物
点検資格者＊に点検させ、その結果を消防機関に報告するものです。 

点検の結果、防火対象物が点検基準に適合している場合には、その 
旨の表示をすることができます。 

当市においても、市民が安心して防火対象物を利用できるように、 
関係者に対し、制度の理解と普及を呼びかけるとともに、適切な防火 
管理体制の構築を指導しています。 
 
 ＊防火対象物点検資格者・・・火災予防に関する専門知識を有し、必要な講習等を修了した者 

◆ 防災管理点検報告制度 
南海トラフ地震等の大規模災害時には、火災と異なる対応が必要

となるとともに、同時多発的に火災や建物倒壊からの救出事案が発
生すると考えられることから、事業所における自助体制の確立が必
要不可欠となります。 
 近年では多数の人が利用する大規模・高層化された防火対象物が
増加しており、このような防火対象物では、地震等の災害時におけ
る消火活動、通報連絡、避難誘導、救出・救護について、より高度
で複雑な対応が必要となります。また、これらを想定した訓練、転

倒防止及び備蓄品の管理など、適切な対策が施されてい
ない場合の消防防災上のリスクは極めて大きいと考えら
れます。 
 この制度は、避難施設の維持管理、棚及び什器の転倒防
止措置、地震等の災害発生時にその被害を軽減させるた
め措置がとられているか等、大規模建築物等に選任が義
務付けられた防災管理者を中心に行われる防災管理業務

の状況を、毎年１回防災管理点検資格者＊に点検させ、その結果を消防機関に報告するものです。
防災管理点検も防火対象物点検と同様に、防火対象物が点検基準に適合している場合には、その
旨の表示をすることができます。 

先述の防火対象物定期点検報告と防災管理点検報告は異なるものであり、対象となる建物の基
準が違うため、両方実施しなくてはならない対象物もあります。 

＊防災管理点検資格者・・・防災管理に関する専門知識を有し、必要な講習等を修了した者 
●防火対象物点検又は防災管理点検報告を要する管理権原者数 

防火対象物点検 防災管理点検 

４４１ １２７ 

＊1 の防火対象物に複数の管理権原者がいる場合は、管理権原者ごとに点検・報告する必要があります。 
 

 

 

 



火災予防策 

４０ 

 

◆ 消防同意・消防用設備等の検査件数 
消防法の規定により建築物の新築、増築、改築等を行う場合には、申請時に消防機関の同意

が必要とされています。 
また、防火対象物のうち一定の規模以上のものに対して、消防用設備等を設置する際の消防

検査を義務付け、消防法令を遵守することを規定しています。 
  

●消防同意                           令和８年３月３１日現在 

区 分  新 築 増 築 改 築 移 転 
用 途 

変 更 
修 繕 模様替 その他 合 計 

件数 319 114 1 0 4 1 0 18 457 

 

●消防用設備等の検査                     令和８年３月３１日現在 

区      分 件 数 区      分 件 数 

消 
 

火 
 

設 
 

備 

消 火 器 161 警 報 

設 備 

火 災 報 知 設 備 26 

屋 内 消 火 栓 設 備 46 非 常 警 報 設 備 73 

ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 49 避 難 

設 備 

避 難 器 具 56 

水 噴 霧 消 火 設 備  誘 導 灯 299 

泡 消 火 設 備  11 

  
 

  
 

他 

消 防 用 水 6 

不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 1 排 煙 設 備  

ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 2 連 結 散 水 設 備  

粉 末 消 火 設 備 15 連 結 送 水 管 13 

屋 外 消 火 栓 設 備 17 非 常 コ ン セ ン ト 設 備 1 

動 力 消 防 ポ ン プ 設 備 10 無 線 通 信 補 助 設 備  

警 報

設 備 

自 動 火 災 報 知 設 備 552 令 ２ ９ 条 の ４ 20 

ガ ス 漏 れ 火 災 警 報 設 備  採 水 口  

漏 電 火 災 警 報 器    

合  計 1,358 

＊件数は一定の規模未満の防火対象物で実施した消防検査(任意)を含む 

 

 



火災予防策 

４１ 
 

◆ 危険物施設設置数           
近年、危険物の使用は多種多様化し、事業所等で幅広く利用されるとともに、私たちの生活に

も深く浸透しています。危険物施設における事故は、一旦発生すれば甚大な被害をもたらす恐れ
があり、その安全確保の重要性は益々増大しています。 
 当市は、自動車関連を基盤として発展した産業に関係する危険物施設が多く、一般取扱所、給
油取扱所、屋内貯蔵所の順となっています。 
 こうした危険物施設に対して、許認可審査、完成検査、立入検査等を通じて、危険物施設等の
安全管理指導を行い、安全で安心な市民生活の確保を目指しています。 
 

●危険物施設設置状況                       令和８年３月３１日現在（施設） 
区分 

 
 
管轄署所 

製
造
所 

屋
内
貯
蔵
所 

屋
外
タ
ン
ク 

貯
蔵
所 

屋
内
タ
ン
ク 

貯
蔵
所 

地
下
タ
ン
ク 

貯
蔵
所 

簡
易
タ
ン
ク 

貯
蔵
所 

移
動
タ
ン
ク 

貯
蔵
所 

屋
外
貯
蔵
所 

給
油
取
扱
所 

販
売
取
扱
所 

一
般
取
扱
所 

合 
 

 

計 

北消防署  16 2 4 17  5  21 1 16 82 

藤岡小原分署 5 32 61 14 17  9 5 18  32 193 

保見出張所  10 12 2 3 1 12  13  2 55 

力石出張所 1 11 3 1 2 1 9 2 18  10 58 

中消防署  27 8 4 35  2 3 18  51 148 

東分署  5 2 1 6  3  7 1 1 26 

逢妻分署  10  1 2  7 1 10  12 43 

松平出張所  2   4  1  2  1 10 

南消防署  14 8 20 21 1 1 4 24  21 114 

西分署  34 12 2 15  4 4 25  31 127 

末野原分署 3 8 6 1 4  8  15  6 51 

高岡出張所 1 33 21 23 14 2 14 8 39  42 197 

足助消防署  2 3 2 5  5 1 6  1 25 

旭出張所   1 1 7  2  5   16 

稲武出張所  2 1 2 4  2  8   19 

下山出張所  7   3 2 3  6  2 23 

合   計 10 213 140 78 159 7 87 28 235 2 228 1,187 

                      

 

 

 



火災予防策 

４２ 

 

◆ 圧縮アセチレンガス等の設置状況 
                                 令和 8 年３月３１日現在（件） 

圧縮アセチレンガス等 

圧
縮
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス 

無

水

硫

酸 

液

化

石

油

ガ

ス 

生

石

灰 

毒

物 

劇

物 

86 9 3,993 14 30 66 

 

◆ 指定可燃物等及び少量危険物の設置状況 
                                 令和 8 年３月３１日現在（件） 

指定可燃物等 少量危険物 

可

燃

性

固

体

類 

可

燃

性

液

体

類 

合

成

樹

脂

類 

再

生

資

源

燃

料 

そ

の

他 

 移

動

タ

ン

ク 

14 118 177 4 113 2,438 219 

 

◆ 製造所等に対する立入検査の状況 
施設数:令和 8 年３月３１日現在  実施数:令和 7 年度延べ実施数 

製

造

所

等

の

別 

合

計 

製

造

所 

貯蔵所 取扱所 

小

計 

屋

内 

屋

外

タ

ン

ク 

屋

内

タ

ン

ク 

地

下

タ

ン

ク 

簡

易

タ

ン

ク 

移

動

タ

ン

ク 

屋

外 

小

計 

給

油 

第

一

種

販

売 

第

二

種

販

売 

移

送 

一

般 

施設数 1,187 10 712 213 140 78 159 7 87 28 465 235 2   228 

実施数 670 12 224 43 70 39 34 2 24 12 434 74 1   359 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

消防用ロボットの能力開発の協力に関する協定  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 















 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

                       

第３回豊田市消防団警防技術交換会 
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消 防 団    

 

副団⾧

副団⾧

※（1～3方面隊担当副団⾧）

※（7～10方面隊担当副団⾧）

※（4～6方面隊担当副団⾧）

災害支援機能別団員

災害支援機能別団員

副団⾧

災害支援機能別団員

学生機能別団員

災害支援機能別団員

階梯隊

ラッパ隊

災害支援機能別団員

第１分団

第３分団

第１分団

第１分団

災害支援機能別団員

PR隊

災害支援機能別団員

広報指導部

災害支援機能別団員

第１分団 第３分団

第１０方面隊⾧ 第１０方面隊
（稲武地区）

第２分団

カラーガード隊

 ファイヤーガード隊

特命任務機能別団員

特命任務機能別団員

副団⾧
第１分団 第４分団

第２分団 第５分団
第９方面隊⾧ 第９方面隊

（旭地区） 第３分団

第８方面隊⾧ 第８方面隊
（下山地区）

第２分団 第４分団

第１分団 第４分団

第５分団

第３分団 第６分団
災害支援機能別団員

第１分団 第３分団

第７方面隊⾧ 第７方面隊
（足助地区）

第２分団
団
⾧

市
⾧

第１分団 第３分団
第６方面隊⾧ 第６方面隊

（小原地区） 第２分団
災害支援機能別団員

第３分団
副団⾧ 第５方面隊⾧ 第５方面隊

（藤岡地区） 第２分団 第４分団

第３分団
第４方面隊⾧ 第４方面隊

（猿投地区） 第２分団 第４分団

第４分団
第３方面隊⾧ 第３方面隊

（上郷・高岡地
第２分団 第５分団

第１分団 第３分団
第１方面隊⾧ 第１方面隊

（挙母地区） 第２分団 第４分団

第３分団

第１分団 第４分団

副団⾧ 第２方面隊⾧ 第２方面隊
（高橋・松平地

第２分団 第５分団

消防団本部

◆ 豊田市消防団組織図 
豊田市消防団は、各地区を単位として、１０方面隊・４３分団・１１５部で編成されています。団

員数は、令和８年４月１日現在、団⾧以下１，８１９人（うち女性１００人）となっています。 
消防団は、火災･風水害等の際の活動を始めとして、地域住民に対する防災意識の普及等を行い、

安全な地域づくりの一端を担っています。 
   



 

５０ 
 

消 防 団   

◆ 消防団格納庫 
● 消防団格納庫の面積等                       令和８年４月１日現在 

方
面
隊 

分   班   建築面積
（㎡） 

延べ面積   
（㎡） 

方
面
隊 

分   班  建築面積
（㎡） 

延べ面積 

団 
 

団 
 

（㎡） 

第
１
方
面
隊 

第
１
分
団 

元城 78 78 第
２
方
面
隊 

第
２
分
団 

扶桑 50.82 50.82 

竹生 70 116 平井 34.39 34.39 

平芝 52.8 52.8 百  々 21.37 41.24 

梅坪 50.82 50.82 岩滝 39.75 74.54 

浄水 42.91 79.27 

第
２
分
団 

樹木 44.4 44.4 矢並 29.63 55.67 

小坂 39.75 74.54 山中 9.45 9.45 

下市場 29.83 57.5 第
３
分
団 

野見 29.46 54.66 

金谷 50.82 50.82 広川 52.8 52.8 

⾧興寺 29.46 54.66 古瀬間 76.19 76.19 

第
３
分
団 

宮口 39.75 74.54 大見 29.46 54.66 

宮上 52.5 52.5 第
４
分
団 

九久平 32.55 59.2 

宮 42.23 42.23 幸海 39.75 74.54 

本新 50.82 50.82 穂積 25.92 25.92 

千足 52.8 52.8 岩倉 46.84 46.84 

深田 40.07 75.39 桂野 88.83 88.83 

本地 52.5 52.5 第
５
分
団 

林添 29.62 55.66 

第
４
分
団 

今 52.2 52.2 滝脇 42.15 42.15 

前山 37.64 37.64 ⾧沢 21.13 21.13 

渡合 22.68 22.68 豊松 52.95 52.95 

室 23.49 23.49 松平 9.45 9.45 

第
２
方
面
隊 

第
１
分
団 

高橋 37 74 坂 上 ( 仁
王) 

36.4 72.8 

上野 40.07 74.47 坂 上 ( 日
明) 

24.7 24.7 

市木 45.36 45.36 石楠 21.28 21.28 

  
     

 
 
  

  
  

      



  

５１ 
 

消 防 団    

方
面
隊 

分 班   建築面積
（㎡） 

延べ面積   
（㎡） 

方
面
隊 

分   班   建築面積
（㎡） 

延べ面積   
（㎡） 

団 
 

団 
 

第
３
方
面
隊 

第
１
分
団 

鴛鴨 52.5 52.5 第
４
方
面
隊 

第
１
分
団 

東保見 50.8 50.8 

大林 40.07 74.52 田籾 40.07 75.39 

渡刈 40.07 75.39 貝津 76.68 76.68 

豊栄 39.75 74.54 伊保 40.07 74.47 

永覚 51.6 51.6 第
２
分
団 

猿投 29.63 55.67 

第
２
分
団 

上郷 66.24 66.24 加納 45.5 45.5 

畝 部 東
(中切) 

41.59 41.59 亀首 40 73 

桝塚東 31.73 31.73 舞木 50.8 50.8 

配津 45 45 乙部 39.75 74.54 

福受 40.07 74.47 第
３
分
団 

四郷 39.75 79.5 

和会 52.2 52.2 御船 52.8 52.8 

第
３
分
団 

土橋 39.75 74.54 越戸 40.04 74.52 

本 53.7 53.7 花本 40.06 75.37 

中 43.15 43.15 西広瀬 29.6 55.6 

第
４
分
団 

若林 43.89 83.64 第
４
分
団 

東広瀬 40.07 74.47 

中根 27.47 27.47 小峯 52.2 52.2 

花園 40.07 73.02 力石 50.82 50.82 

第
５
分
団 

堤 40.06 75.37 藤沢 30 43.5 

上丘 50.82 50.82 富田 24.3 24.3 

西岡 52.8 52.8 寺下 73.76 73.76 

前林 67.17 67.17 成合 12.6 12.6 

駒場 57.6 57.6 中金 52.8 52.8 

中田 50.82 50.82 芳友 50.82 50.82 

４
方
面
隊 

第
１
分
団 

八草 51.9 51.9 野口 41.54 41.54 

広幡 46.08 46.08 中切 25.92 25.92 

大畑 38.3 69.56   

篠原 40.07 75.39   

保見 50.82 50.82   
          



 

５２ 
 

消 防 団   

方
面
隊 

分   班 建築面積
（㎡） 

延べ面積   
（㎡） 

方
面
隊 

分   班 建築面積
（㎡） 

延べ面積   
（㎡） 

団 
 

団 
 

第
５
方
面
隊 

第
１
分
団 

木瀬 98.25 98.25 第
７
方
面
隊 

第
１
分
団 

足 助 ( 田
町) 

93 93 

藤岡飯野 83.12 83.12 山谷 57 57 

第
２ 
分
団 

西中山 39.74 74.52 第
２
分
団 

足 助 ( 宮
平) 

40.07 74.37 

深見 26.88 26.88 葛沢 28 28 

第
３
分
団 

御作  94.7  122.8  

第
３
分
団 

近岡 40.55 81.10 

国谷 76.19 76.19 

第
４
分
団 

折平 40.07 74.37 

第
４
分
団 

則定 52.65 52.65 

上佐切 32.76 65.52 
白川 85.8 92.5 第

５
分
団 

竜岡 50 50 

第
６
方
面
隊 

第
１
分
団 

大平 40.07 74.52 明川 40.47 74.87 

乙ヶ林 76.19 76.19 五反田 16 16 

北篠平 28.8 28.8 大多賀 31 31 

第
２
分
団 

上仁木 54.45 54.45 第
６
分
団 

新盛 76.2 76.2 

雑敷 46.98 46.98 大蔵 66 66 

永太郎 40.07 74.47 大河原 31.68 31.68 

第
３
分
団 

小原 78.75 78.75 御蔵 35 35 

市場 53.18 53.18 月原 45.54 45.54           
          

          

          



  

５３ 
 

消 防 団    

方
面
隊 

分   班 建築面積
（㎡） 

延べ面積   
（㎡） 

方
面
隊 

分   班 建築面積
（㎡） 

延べ面積   
（㎡） 

団 
 

団 
 

第
８
方
面
隊 

第
１
分
団 

下山田代 87 87 第
９
方
面
隊 

第
３
分
団 

杉本 34.02 34.02 

花沢 24.8 24.8 太田 4.86 4.86 

第
２
分
団 

大沼 58.18 107.48 加塩 9.45 9.45 

第
３
分 
団 

蘭 23.4 23.4 榊野 40 80 

和合 91.49 91.49 第
４
分
団 

槙本 40.07 74.47 

第
４
分
団 

阿蔵 47.19 47.19 伊熊 19.44 19.44 

第
５
分
団 

浅谷 50 50 

立岩 62.9 62.9 第
10
方
面
隊 

第
１
分
団 

稲武 102 102 

野原 21.49 21.49 川手 56.25 56.25 

羽布 92.75 92.75 大野瀬 63.75 63.75 

第
９
方
面
隊 

第
１
分
団 

田津原 21.49 21.49 第
２
分
団 

小田木 121.87 121.87 

小渡 77 77 黒田 75.54 75.54 

第
２
分
団 

笹戸 76.19 76.19 御所貝津 40.07 74.47 

  第
３
分
団 

武節 27.38 27.38 

桑原 72.15 72.15 



 

５４ 
 

消 防 団   

◆ 消防団車両・小型動力ポンプ等 
消防団には、消防ポンプ自動車、小型動力ポンプ付積載車及び小型動力ポンプが適正に配置されて

おり、災害時には地域のニーズに応え大きな機動力となるようその活動が期待されています。 
 消防団における機械力の整備状況は消防ポンプ自動車７台、小型動力ポンプ付積載車１１９台、救
助用資機材搭載型小型動力ポンプ付積載車１台、小型動力ポンプ４５台及び指揮車１台となっていま
す。 
●消防団の車両・小型動力ポンプの配置 

分 団 車 両 及 び 小 型 動 力 ポ ン プ 
団 本 部 指 揮 車 １   
■第１方面隊（崇化館・梅坪台・浄水・朝日丘・逢妻・豊南） 
第 １ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ５   

第 ２ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ５   

第 ３ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ４ 小型動 力ポンプ ３ 

第 ４ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ３ 小型動 力ポンプ １ 
■第２方面隊（高橋・美里・益富・松平） 
第 １ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ３   
第 ２ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ３ 小型動 力ポンプ ３ 
第 ３ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ４   
第 ４ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ４ 小型動 力ポンプ ２ 
第 ５ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ３ 小型動 力ポンプ ５ 
■第３方面隊（末野原・上郷・竜神・高岡・若園・前林） 
第 １ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ５   

第 ２ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ５ 小型動 力ポンプ １ 

第 ３ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 
救助用資機材搭載型小型動力ポンプ付積載車 

２ 
１   

第 ４ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ３   

第 ５ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ５ 小型動 力ポンプ １ 
■第４方面隊（保見・猿投・井郷・猿投台・石野） 
第 １ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ６ 小型動 力ポンプ ３ 

第 ２ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ４ 小型動 力ポンプ 1 

第 ３ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ４ 小型動 力ポンプ １ 

第 ４ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ６ 小型動 力ポンプ ５ 
■第５方面隊（藤岡・藤岡南） 
第 １ 分 団 消 防 ポ ン プ 自 動 車 ２ 小型動力ポンプ ２ 
第 ２ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ２ 小型動 力ポンプ １ 
第 ３ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 １   
第 ４ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ２   
分 団 車 両 及 び 小 型 動 力 ポ ン プ 



  

５５ 
 

消 防 団    

■第６方面隊（小原） 

第 １ 分 団 消 防 ポ ン プ 自 動 車 
小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 

１ 
２ 小型動力ポンプ １ 

第 ２ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ３   

第 ３ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 2   

■第７方面隊（足助） 
第 １ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ２   

第 ２ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ２   

第 ３ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ２   

第 ４ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ２ 小型動 力ポンプ １ 

第 ５ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ２ 小型動 力ポンプ ２ 

第 ６ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ３ 小型動 力ポンプ ３ 
■第８方面隊（下山） 
第 １ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ２ 小型動 力ポンプ １ 

第 ２ 分 団 消 防 ポ ン プ 自 動 車 １ 小型動 力ポンプ １ 

第 ３ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ２   

第 ４ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ３ 小型動 力ポンプ １ 
■第９方面隊（旭） 

第 １ 分 団 消 防 ポ ン プ 自 動 車 
小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 

１ 
１ 小型動力ポンプ １ 

第 ２ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 １   

第 ３ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ２ 小型動 力ポンプ ２ 

第 ４ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 １ 小型動 力ポンプ １ 

第 ５ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 １   
■第１０方面隊（稲武） 

第 １ 分 団 消 防 ポ ン プ 自 動 車 
小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 

１ 
３ 小型動力ポンプ １ 

第 ２ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ３   

第 ３ 分 団 消 防 ポ ン プ 自 動 車 
小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 

１ 
１ 小型動力ポンプ １ 

 



 

 
 

   

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

  

   

少年消防クラブ愛知県消防学校一日入校  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



消防音楽隊 

５７ 

◆ 消防音楽隊                           
 消防音楽隊は、昭和５１年１０月の結成以来、消防の諸行事、式典を始め市主催行事等におい

て、演奏活動を通じて防火・防災思想の普及啓発に努め、平成１５年度からは女性消防団員によ

るカラーガード隊「ひまわりフェアリーズ」と共演し、平成１６年度には一般公募による市民演

奏者を迎えて市民及び消防団員と一緒になって活動しています。 

 

●階級別編成                         令和８年４月１日現在 

階 級 等 
消 防 

司令⾧ 

消 防 

司 令 

消 防 

司令補 

消 防 

士 ⾧ 

消 防 

副士⾧ 

市 民 

演奏者 
合 計 

人 数 ２ ５ ６ 4 2 １６      ３５ 

 

●パート別編成                              令和８年４月１日現在 

パート 

人数 

パート 

人数 

パート 

人数 

講

師 

職

員 

市

民 

職

員 

市

民 

職

員 

市

民 

指 揮 者 1   テナーサックス 2  ホ ル ン １ ２ 

フ ル ー ト   ３ バリトンサックス  １  ユーフォニアム １ １ 

ク ラ リ ネ ッ ト  ２ ２ ト ラ ン ペ ッ ト 3 3 チ ュ ー バ  ２  

アルトサックス  1 １ ト ロ ン ボ ー ン 3 3 パーカッショ ン ３ １ 

 
●令和７年度活動状況 

活動回数 
内訳 

練習回数 派遣回数 

３６ ２４ １２ 

※派遣回数１２回のうち５回にあっては、小編成で対象を限定した啓発を実施 



 

 ５８

関 係 団 体    

◆ 関係団体 
防火危険物安全協会                            .                              
 平成１３年に防火協力会と危険物安全協会が統合し、防火危険物安全協会が発足しました。平

成１７年の市町村合併に伴い、加茂危険物安全協会及び足助地域危険物安全協会とも合併し、現

在の規模となりました。消防機関と協力して防火管理及び危険物の安全管理を徹底することで、

火災等の災害を防止し、社会公共の安全並びに福祉の増進に寄与することを目的としています。 

 

●協会の現況                           令和８年 4 月 1 日現在 

防火危険物安全協会の会員数 ３１５ 
 
●令和７年度の主な活動実績 

活 動 日 活    動    内    容 

５月２３日 第２５回定期総会 

６月８日～１４日 危険物安全週間（ポスターによる危険物災害予防の啓発） 

１０月２３日 第６０回消火競技会 

１１月１５日 一日消防⾧委嘱式・街頭防火宣伝（イオンスタイル豊田） 

１１月９日～１５日 秋の火災予防運動（ポスターによる火災予防の啓発） 

１月１０日 出初・観閲式＆とよた消防フェスタ 

２月６日～７日 視察研修（北陸方面） 

３月１日～７日 春の火災予防運動（ポスターによる火災予防の啓発） 

 
女性消防クラブ                              .                                 

「防火はお茶の間（わが家）から」を合言葉に家庭の主婦を中心として結成された女性消防ク

ラブは、防火、防災教室で知識・技術を修得し、住宅用火災警報器をはじめとする住宅用防災機

器の普及啓発や防火意識の高揚を図る活動を推進するなど、家庭や地域の防火、防災活動に積極

的に取り組んでいます。 

 

●女性消防クラブの現況                      令和８年４月１日現在 

ク ラ ブ 数  ３ 

ク ラ ブ 人 員 数  ９２ 

●令和７年度の主な活動実績 

活 動 日 活 動 内 容 
通年 各クラブにて啓発活動等 

 



 

５９ 
 

関 係 団 体   

少年消防クラブ                              .                               
少年消防クラブは、市内の小学５年生から中学３年生までを対象とし、防火・防災の知識を身

につけるとともに、防火・防災思想の普及を図ることを目的に結成されています。 

 

●少年消防クラブの現況                           令和８年４月１日現在 

 合 計 小 学 校 中 学 校 

ク ラ ブ 数   １０３     ７５  ２８  

ク ラ ブ 人 員 数 １８，４７４  ７，３３７ １１，１３７  

●令和７年度の主な活動実績 

活 動 日 活 動 内 容 

７月２９日 愛知県消防学校一日入校 

９月１３日、１４日 全国少年消防クラブ交流大会（広島県） 

夏 休 み 期 間 中 防火作品（ポスター・習字）の作成 

 

幼年消防クラブ                              .           
 幼年消防クラブは、幼年期において火の取扱い方を正しく身に付けることにより、「火遊び等

による火災の防止」とともに「消防の仕事を理解してもらう」ことを目的として結成されていま

す。 

 

●幼年消防クラブの現況                       令和８年４月１日現在 

 
●令和７年度の主な活動実績 

活 動 日 活 動 内 容 

５月～１０月 防サイ君による地震体験 

７月 花火教室 

９月 敬老の日カード作成・配布 

９月２７日 第３０回消防こども写生大会（消防本部・中消防署） 

 
 

 合 計 公立幼稚園・ 
こども園 

私立幼稚園・ 
こども園 認定こども園 

ク ラ ブ 数    ９５   ５１   １８ ２６  

ク ラ ブ 人 員 数 １０，４７２ ４，５１８ １，６９６ ４，２５８ 



 

 ６０

関 係 団 体    

高校生消防クラブ                             .                               
高校生消防クラブは、高校生世代の防火防災意識を幅広く向上させることを目的として、平成

２９年度に県内で初めて設立しました。市内の高校に通う生徒が防火防災に関するプログラムを
通じて、知識や技術を身に付け、学んだことを自分の通う高校で発表し、普及啓発活動につなげ
ます。 

 

●高校生消防クラブの現況                        令和７年度中     

カ リ キ ュ ラ ム参加者数       ６６人         

●令和７年度の活動実績 

活 動 日 活 動 内 容 

７～１１月 火災予防啓発横断幕制作（豊田大谷高校・ダンス部）、防火講習 

７月～１１月 秋の火災予防運動ポスター制作（杜若高校・美術部）、防火講習 

１１月 街頭防火宣伝・１日消防⾧委嘱（杜若高校・美術部） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４８回全国消防職員意見発表会 



 



計   画 

６１ 

豊田市消防ビジョン ～第４次豊田市消防整備基本計画～  
【2025 年度から 2029 年度までの前期実践計画 指標（抜粋）】 

めざすまちの姿１ みんなで防火に取り組むまち 
 施策１ 住宅における防火対策の推進                  【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 
  取組事業１ 高齢者に向けた防火啓発 講座を実施した団体数 60 団体(12 地区)  

取組事業２ 福祉事業所と連携した防火指導 福祉事業所と連携した地区数（中学校区） 28 地区 
 施策２ 事業所における防火対策の推進                 【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 

取組事業１ 消防法令違反への対策強化 防火対象物:特定違反対象物数、危険物施設:違反施設数 特定違反対象物数:↓、違反施設数:↓ 

取組事業２ 消防用設備等の適正管理指導 消防用設備等点検結果報告率 72.5％ 
 施策３ 防火防災教育の充実                      【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 

取組事業１ こどもに向けた防火防災教育の充実 市内小学校（75 校）で防火防災教育を実施した校数 75 校 
取組事業２ 防災学習センターを拠点とした防火防災啓発 市内在住、在勤又は在学する市民の利用者数 13,500 人（各年度） 

めざすまちの姿２ みんなで命を救えるまち 
 施策１ 救命体制の充実強化                      【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 

取組事業１ 事業所等における応急手当普及員の養成 応急手当普及員が講習を実施している事業所の数 71 事業所 
取組事業２ 複数の救急救命士による活動の高度化 運用救急救命士数 145 人 

 施策２ 救急需要増加への対策                     【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 
取組事業１ 救急業務体制の整備 救急隊数 19 隊 
取組事業２ 多機関との連携体制の充実 連携すべき事案への対応率 100％（各年度） 
取組事業３ 救急車の適時・適切な利用の推進 豊田市の救急情勢に関する理解度 50％ 

めざすまちの姿３ 地域防災力を育むまち 
 施策１ 消防団員の確保                        【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 

取組事業１ 女性団員の活躍推進 女性団員の割合 5.0％ 
取組事業２ 機能別団員制度の拡充 機能別団員制度を新たに導入した団体数 ３団体 

 施策２ 消防団を取り巻く活動環境の整備                【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 
取組事業１ 消防団施設・車両の整備 計画に基づく①消防団施設の整備数及び②消防団車両の整備数 ①9 施設 ②41 台 
取組事業２ やりがいと魅力ある消防団活動の推進 やりがいを持って活動をしている消防団員の割合 50％ 

 施策３ 消防団の災害対応力の強化                   【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 
取組事業１ 消防団活動に必要な知識・技術の習得 消防団員の活動方法をマニュアル化した数 5 項目 
取組事業２ 消防団を主体とした地域連携の強化 消防団が指導した自治区の割合 50％ 

めざすまちの姿４ あらゆる災害に備えるまち 
 施策１ 多様な災害への対応力強化                   【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 

取組事業１ 特定任務業務の再構築 新たな体制での特定任務運用 運用開始 
取組事業２ 火災対応の維持強化 特別消防救助隊の設置 1 隊 
取組事業３ 指揮運用体制の強化 指揮調査業務体制の改変 指揮隊４隊 調査隊１隊 

 施策２ 大規模災害への対策強化                    【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 
取組事業１ 被災から受援までの体制強化 新たな受援体制に基づく訓練の実施率 100％（各年度） 
取組事業２ 土砂・風水害への対策強化 土砂・風水害対応訓練の実施 4 回（各年度） 

 施策３ 消防機械・水利の整備                     【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 
取組事業１ 消防用資機材の整備 重点消防機械の整備 ２以上 
取組事業２ 防火水槽の最適化 防火水槽の地震対策 13 基（各年度） 

めざすまちの姿５ 充実した消防組織が守るまち 
 施策１ 高度で質の高い人材育成                    【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 

取組事業１ 新たな研修計画の策定 新たな消防職員研修計画の策定 消防職員研修計画策定 
取組事業２ 高齢期職員の能力活用 高齢期職員研修計画の策定 高齢期職員研修計画の策定 

 施策２ 多様で柔軟な働き方の推進                   【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 
取組事業１ 女性消防職員の活躍推進 女性消防職員の割合 5.0％ 
取組事業２ 働きやすい職場の確立 男性消防職員の育児休業取得率 85％ 
取組事業３ 事業事務の最適化 適正化のために見直した事業事務の数 5 件 

 



財   務 

６２ 

一般会計予算と消防予算の推移               
(千円) 

       区分 
年度  一般会計予算〈当初〉 消 防 予 算〈当初〉 比   率（％） 

令和４年度 180，100，000 7，099，583 3．94 
令和５年度 188，300，000 7，151，362 3．80 
令和６年度 195，426，534 8，646，641 4．42 
令和７年度 219，700，000 12，027，091※ 5．47 
令和８年度 211，800，000 7，333，562 3．46 

 
歳入当初予算額（消防本部）の推移                

(千円) 
年度 

区分   
令和 

４年度 
令和 

５年度 
令和 

6 年度 
令和 

７年度 
令和 

８年度 
使 用 料 及 び 手 数 料 17,202 15,406 15,072 20,648 23,287 
国 庫 支 出 金 78,168 27,959 83,763 129,997 47,983 
県 支 出 金 7,221 7,249 8,778 39 1,813 
財  産  収  入  520 3,860 6,360 2,000 3,500 
諸 収 入 60,737 49,279 54,266 21,273 25,337 
合     計 163,848 103,753 168,239 173,957 101,920 
 
歳出当初予算額（消防費）の推移                     

(千円) 
年度 

区分 
令和 

４年度 
令和 

５年度 
令和 

6 年度 
令和 

７年度 
令和 

８年度 
消   防   費 7,099,583 7,151,362 8,646,641 12,027,091 7,333,562 

目 

常 備 消 防 費 5,452,425 5,627,163 5,727,235 6,188,543 5,787,582 

非 常 備 消 防 費 427,488 505,949 609,161 590,563 402,952 

消 防 施 設 費 529,927 330,459 270,236 4,460,934 373,092 

水 防 費 19,470 8,799 3,504 3,700 3,478 

災 害 対 策 費 670,273 678,992 2,036,505 783,351 766,458 
 
人口・世帯当たりの消防予算の推移 

区分 
 
 
年度 

消 防 費  
(千円) 

人口１人当たり １世帯当たり 

人 口  １人当たり 
(円) 世 帯 数 １世帯当たり 

(円) 

令和４年度 7,099,583 418,284 16,973 183,262 38,740 
令和５年度 7,151,362 416,747 17,160 184,884 38,680 
令和 6 年度 8,646,641 415,853 20,792 187,545 46,104 
令和７年度 12,027,091 415,138 28,971 190,271 63,210 
令和８年度 7,333,562 414,394 17,697 192,928 38,012 

＊人口及び世帯数は令和 8 年４月１日の数値  



 

６３ 

人   事   

消防職員の年齢 
令和８年４月１日現在   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 
 
 
＊市⾧部局からの出向職員（２人）、再任用職員（消防司令３人、消防司令補１０人及び消
防士⾧４人）を含む。 
＊市⾧部局への出向職員（8 人）を含まない。 

544 1 8 38 65 119 144 97 72
18 歳 2 2
19 歳 2 2
20 歳 2 2
21 歳 3 3
22 歳 12 12
23 歳 17 17
24 歳 18 18
25 歳 10 10
26 歳 19 15 4
27 歳 14 12 2
28 歳 27 27
29 歳 20 20
30 歳 16 16
31 歳 16 13 3
32 歳 31 28 3
33 歳 19 19
34 歳 23 22 1
35 歳 19 1 18
36 歳 15 5 10
37 歳 18 9 9
38 歳 14 6 8
39 歳 17 13 4
40 歳 9 9
41 歳 10 9 1
42 歳 6 2 3 1
43 歳 9 2 6 1
44 歳 10 4 6
45 歳 9 5 4
46 歳 11 5 4 2
47 歳 14 6 7 1
48 歳 14 1 5 6 2
49 歳 13 2 7 4
50 歳 18 6 6 5 1
51 歳 12 7 2 2 1
52 歳 12 1 6 4 1
53 歳 9 1 3 4 1
54 歳 9 2 1 3 3
55 歳 4 2 2
56 歳 3 1 2
57 歳 2 2
58 歳 3 1 1 1
59 歳 7 1 3 3
60 歳 5 5
61 歳 4 4
62 歳 6 6
63 歳 6 1 2 3
64 歳 5 2 2 1

消防士消防監 消　防
司令⾧

消　防
司令補

消　防
士　⾧

消　防
副士⾧

消　防
司　令

　　　   階級
年齢

合　計

合 計 消　防
正　監



 

 ６４

人   事 

消防職員の勤務年数 
令和８年４月１日現在  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
＊市⾧部局からの出向職員（２人）、再任用職員（消防司令３人、消防司令補１０人及び消
防士⾧４人）を含む。 
＊市⾧部局への出向職員（8 人）を含まない。 

       階級
年数

合計
消　防
正　監

消防監
消　防
司令⾧

消　防
司　令

消　防
司令補

消　防
士　⾧

消　防
副士⾧

消防士

合計 544 1 8 38 65 119 144 97 72

1年未満 14 14
1年 20 20
2年 17 17
3年 14 14
4年 15 13 2
5年 15 13 2
6年 20 19 1
7年 20 18 2
8年 19 19
9年 19 15 4
10年 23 20 3
11年 18 14 4
12年 23 19 4
13年 21 3 18
14年 19 5 14
15年 16 9 7
16年 18 6 12
17年 18 11 7
18年 11 7 4
19年 6 4 2
20年 7 3 4
21年 9 2 6 1
22年 6 3 3
23年 13 1 8 4
24年 12 2 4 6
25年 12 5 2 3 2
26年 8 1 3 4
27年 5 2 2 1
28年 11 3 3 3 2
29年 15 1 6 5 2 1
30年 17 1 5 5 5 1
31年 15 3 7 5
32年 7 1 1 1 4
33年 7 2 1 3 1
34年 6 1 2 1 2
35年 7 1 1 5
36年 5 2 3
37年 2 1 1
38年 1 1
39年 4 2 2
40年 2 1 1
41年 6 2 3 1
42年 4 4
43年 2 2
44年 7 6 1
45年 3 1 2
46年 5 2 2 1



 

６５ 

人   事   

消防職員の採用状況 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 
＊消防吏員数は、各年度とも４月１日の数（市⾧部局への出向職員を含まない。） 
＊平成１６年以前の消防吏員数は、合併前の豊田市の吏員数を表す。 

消防職員の資格等取得保有状況 

令和７年４月１日現在
 

昭和３９年 36 15 昭和６０年 279 4 平成１８年 429 7
昭和４０年 55 6 昭和６１年 280 3 平成１９年 435 8
昭和４１年 64 10 昭和６２年 282 3 平成２０年 438 13
昭和４２年 69 6 昭和６３年 282 3 平成２１年 447 18
昭和４３年 78 9 平成 元 年 283 3 平成２２年 454 20
昭和４４年 91 14 平成 ２ 年 288 5 平成２３年 461 20
昭和４５年 102 13 平成 ３ 年 293 6 平成２４年 471 24
昭和４６年 116 17 平成 ４ 年 295 3 平成２５年 477 25
昭和４７年 123 8 平成 ５ 年 296 3 平成２６年 486 25
昭和４８年 141 21 平成 ６ 年 299 5 平成２７年 495 23
昭和４９年 169 30 平成 ７ 年 307 13 平成２８年 495 25
昭和５０年 188 20 平成 ８ 年 317 13 平成２９年 501 22
昭和５１年 209 22 平成 ９ 年 322 11 平成３０年 511 24
昭和５２年 224 18 平成１０年 323 7 令和元年 515 25
昭和５３年 233 11 平成１１年 327 6 令和２年 525 23
昭和５４年 249 17 平成１２年 329 8 令和３年 530 15
昭和５５年 260 13 平成１３年 332 12 令和４年 536 16
昭和５６年 266 7 平成１４年 337 11 令和５年 536 14
昭和５７年 273 8 平成１５年 344 12 令和６年 539 17
昭和５８年 273 1 平成１６年 349 6 令和7年 541 19
昭和５９年 277 5 平成１７年 426 12 令和8年 544 14

消 防
吏 員 数

採用
人数

 区  分   区  分 
消 防
吏 員 数

採用
人数

 区  分 
消 防
吏 員 数

採用
人数

資 格 ・ 免 許 等 保有者数 資 格 ・ 免 許 等 保有者数

衛 生 管 理 者 40 小 型 移 動 式 ク レ ー ン 運 転 263

潜 水 士 226 特別管理産業 廃棄 物管理責 任者 12

小 型 船 舶 操 縦 士 198 予 防 技 術 資 格 者 37

陸 上 特 殊 無 線 技 士 499 救 急 救 命 士 163

酸 素 欠 乏 ・ 硫 化 水 素
危 険 作 業 主 任 者

130
救 急 資 格 者
（ 救 急 救 命 士 を 含 ま な い ）

324

ガ ス 溶 接 106



人   事 
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研修実施状況  
■業務別研修 

分類・種別 研修名 人数 

消防大学校 
（6） 

幹部科第８４期 1 
上級幹部科第８９期 1 
火災調査科第４８期 1 
指揮隊⾧コース第３０回 1 
高度救助・特別高度救助コース第１５回 1 
女性活躍推進コース第１０回 1 

愛知県 
消防学校 
（62) 

初任科第１２０期 9 
初任科第１２１期 10 
警防科第７４期 4 
予防査察科第６８期 4 
火災調査科第６９期 1 
救急科第１４０期 3 
救急科第１４１期 4 
救急科第１４２期 3 
救助科第５５期 4 
上級幹部科第７４期 4 
はしご自動車等運用科第４１期 2 
はしご自動車等運用科第４２期 1 
地震防災科第２０期 4 
指揮隊科第１４期 4 
水難救助科第５４期 1 
外傷・災害対応講習Ａ第４３・４４期 3 
外傷・災害対応講習Ｂ第４５期 1 

救急救命士 
養成研修 

(7) 

指導救命士養成研修 1 
救急救命東京研修所 3 
大阪市消防局高度専門教育訓練センター救急救命士養成課程 2 
名古屋市救急救命研修所 1 

資格取得 
研修 
(71) 

第二級陸上特殊無線技士養成講習会 1 
二級小型船舶操縦士免許取得講習 4 
二級小型船舶操縦士免許更新（失効）講習 25 
特別管理産業廃棄物管理責任者講習会 1 
小型移動式クレーン運転技能講習会 4 
危険物取扱者保安講習会 21 
酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習会 4 
潜水士資格取得 - 
予防技術検定 4 
大型特殊自動車免許取得講習 6 

一般研修 
(883) 

総括 
(4) 

消防職員の惨事ストレス初級研修 1 
消防職員の惨事ストレス中級研修 1 
ハラスメント相談窓口担当者研修 1 
消防職員安全衛生管理研修会 1 

運転技術（17） 1 年目機関員養成講習 17 

予防・調査 
（20） 

調査技術会議 - 
火災調査研究発表会 1 
火災調査担当者会議 1 
火災科学セミナー 1 
消防機関事故原因究明技術研修会 15 
違反是正事例発表会（全国消防⾧会東海支部） 1 
防災啓発中央研修講演会 1 

  



人   事 

 ６７

分類・種別 研修名 人数 

 
 

救急 
(737) 

救急救命士就業前教育病院実習（豊田厚生病院・トヨタ記念病院） 12 
救急救命士再教育病院実習(豊田厚生病院・トヨタ記念病院・足助病
院) 

478 
救急生涯教育病院実習（豊田厚生病院・トヨタ記念病院） 40 
救急救命士再教育講習（気管挿管再教育含む） 131 

 西三河地区メディカルコントロール協議会包括プロトコール運用教育
講習 

12 
西三河地区メディカルコントロール協議会薬剤投与プロトコール運用
試験 

13 
西三河地区メディカルコントロール協議会気管挿管プロトコール運用
試験 

3 
西三河地区メディカルコントロール協議会ビデオ喉頭鏡気管挿管運用
試験 

1 
3 西三河地区メディカルコントロール協議会処置範囲拡大プロトコール

運用試験 
8 
 救急業務教育指導者試験 4 

救急業務教育指導者講習 4 
愛知県検証担当官等講習 6 
日本臨床救急医学会総会・学術集会 1 
第３４回全国救急隊員シンポジウム 2 
ＭＣＬＳ講習会 4 

 応急手当指導員講習 18 
 

警防・救助 
（105） 

海上災害防止センター CFBT コース 1 
全国消防技術者会議 1 
全国消防救助シンポジウム 49 
水難救助講習会 4 
山岳遭難救助研修会（選考漏れ） 
 

- 
全国山岳遭難対策協議会 
 

49 
陸上自衛隊化学学校委託教育訓練 1 
ＮＢＣ災害担当消防職員等に対する教養研修（選考漏れ） 
 

- 

合 計 1,029 

■階層別研修、専門研修及び職場研修 
分類・種 

別 
研修名 人数 

階層別研修 
(202) 

新規採用職員研修 19 
 若手職員育成研修 61 
 若手職員育成研修指導者研修 17 

消防副士⾧研修（E ラーニング） 18 
29 消防士⾧研修（E ラーニング） 29 

小隊⾧研修 20 
新任担当⾧研修 6 
新任管理者研修 - 
ハラスメント研修 
 

25 

専門研修 
(515) 

消防活動研修 244 
 指揮隊研修 8 

査察担当者研修 139 
 緊急消防援助隊の指揮要領に関する研修 51 

指令業務研修（E ラーニング）※行政職 1 年目研修除く 46 
指令課職員教育実施要綱に基づく教育 27 

職場研修 
（1,092） 

足助署 317 
北署 198 
中署 240 
南署 337 

合 計 1,802 
  



人   事 

 

 ６８

■職員研修 
分類・種別 研修名 人数 
集合研修 
（200） 

一般研修 167 
特別研修 33 

派遣研修 
（44） 

市町村アカデミー 6 
国際アカデミー 1 
愛知県市町村振興協会研修センター 5 
自己啓発事業（自主学習援助事業） 32 

合 計 244 
 
研修実施状況（消防大学校・救急救命士養成所・愛知県消防学校）                     （人） 

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

令和
7年度

1 1 1 1
1 1

1
1

1 1
1

1
1 1 1 1 1 1

1 1
1 1

1
1 1 1
1

 6 6 6 6 6 6
24 15 16 14 18 19

4 3 4 3 4
4 4 4

2 2
1 1 1

16 26 11 10 11 10
4 3 4 2 4

4
4 4

4 4
1 1

3 3 3 3 3
4 4 4 4 4 4

4 3 4 3 4
5 1 4

初 級 幹 部 科
中 級 幹 部 科

外 傷 ・ 災 害 対 応 講 習

水 難 救 助 科
は し ご 自 動 車 等 運 用 科
地 震 防 災 科
指 揮 隊 科

危 険 物 科
火 災 調 査 科
救 急 科
救 助 科

指 揮 隊 ⾧ コ ー ス

危 機 管 理 ・ 国 民 保 護 コ ー ス

特別講習会及び消防大学校フォーラム

初 任 科
救 急 救 命 士

女 性 活 躍 推 進 コ ー ス

区 分
                 年度
研修名

上 級 幹 部 科
幹 部 科

高 度 救 助 ・ 特 別 高 度 救 助 コ ー ス

警 防 科
救 助 科
救 急 科

危 険 物 科
火 災 調 査 科

愛
知
県
消
防
学
校

消
防
大
学
校

派
遣
研
修

査 察 業 務 マ ネ ジ メ ン ト コ ー ス

予 防 査 察 科

Ｎ Ｂ Ｃ コ ー ス

消 防 団 活 性 化 推 進 コ ー ス

予 防 科

上 級 幹 部 科

警 防 科



















































   

 

 

    

  

           

       

       

        

        

        

           

 

 
     

 

 
   

       

        

        

       

       
 

 
 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

   

                      

  

       

                    

                   

                                                            

                                                           

                                                         

  

  
                                                        

                                                          



 

 

   

 

      

       

     

      

     

      

      

     

     

       

      

     

      

      

     

      

     

      

      

      

     

      

      

     

      

     

      

      

       

      

      

     

     

     

     

      

      

     

      

      

     

     

      

     

      

       

      

     

     

     

      

      

       

      

     

      

      

      

      

       

     

 

    

   

 

 

 

  

   

  

  

  

  

 

 

  

   

 

   

   

  

   

   

  

   

  

   

  

 

  

  

   

  

   

 

    

   



   

 

 

      

      

      

     

         

     

      

      

      

     

     

     

     

     

     

      

     

      

     

      

      

      

     

      

      

      

      

      

     

     

     

     

      

     

     

     

     

     

     

     

     

     

        

     

     

     

     

     

     

      

     

     

          

          

          

             

          

                                

 

 

   

  

 

 
 

   

   

 

   

  

 

 

    

 

    

   

 

   

  

 

 

   

 

    

    

   

 

  

  

 

 

    

   

 

 

    

  

    

 

   

 

 

 

   

   

 

 

    

   

 



そ の 他 

９６ 

出動基準（災害発生場所によって車両選定が変更される場合があります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出動
区分

ポンプ車
救  助
工作車

救急車 指揮車 はしご車 化学車 水槽車
資機材
搬送車

消火
排煙車

ドローン

１次 2 1
２次 1
１次 4 1 1 2 1
２次 2
３次 2
１次 4 1 1 2 1
２次 2 1 1
３次 2
１次 4 1 1 2 1
２次 2 1 1
３次 2
１次 5 1 1 2 1 1 1 1
２次 2
１次 5 1 1 2 1 1 1
２次 2
１次 5 1 1 2 1 2 1
２次 2
１次 3 1 1 2 1 1
２次 2 1 1
３次 2
１次 3 1 1 2 1 1 1
２次 2 1 1
３次 2
１次 3 1 1 2 1 1 1
２次 2 1 1
３次 2
１次 3 1 1 2 1 1
２次 2
３次 2
１次 3 1 1 1
２次 2 1 1
３次 2
１次 2 1 1
２次 2
３次 2
１次 2 1 2 2 1
２次 1 1 2 1
３次 2
１次 2 1 2 2 1 1
２次 1 1 1
３次 2
１次 2 1
２次 1 1

事 後 聞 知 １次 1 1

そ の 他

車 両

航 空 機

大 規 模
建 物

特 定
危 険 物

高 層
危 険 物

ト ン ネ ル

中 層
危 険 物

出 動 種 別

火
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
災

小 規 模
建 物

一般建物

指定建物

危 険 物

林 野

鉄 道

中 層
建 物

高 層
建 物



 

９７ 
 

そ の 他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

小区分 出動
区分

ポンプ車
救  助
工作車

救急車 指揮車 はしご車 化学車 水槽車
資機材
搬送車

支援車 ドローン

１次 1
２次 1 1
１次 1
２次 1 1 1
１次 1
２次 1
１次 1
２次 1 1
１次 1
２次 1

自 火 報 １次 1
一 般 １次 1 1

そ
の
他

ヘリ離着
陸 支 援

１次 1

１次 1 1 1 1
２次 1
３次 1
１次 3 1 5 2 1 1
２次 1 1 3
３次 1 2
１次 2 1 1 2 1 1
２次 2 1 1
３次 1
１次 1 1 1 1
２次 1
３次 1
１次 3 1 5 2 1 1
２次 1 1 3
３次 1 2
１次 2 1 2 2
２次 1 1 2 1
３次 1
１次 3 1 5 2 1 1
２次 1 1 3
３次 1 2
１次 1 1 1 1 1
２次 1
３次 1
１次 1 1 1 1 1
２次 1 1
３次 1
１次 1 1 1 1
２次 1
３次 1
１次 3 1 1 2 1 1
２次 2 1
３次 1
１次 3 1 1 2 1 1
２次 2 1
３次 1
１次 3 1 5 2 2 1 1
２次 1 1 3
３次 1 2

怪 煙

一 般

多 数
傷 病 者

N B C

爆 発特 殊

多 数
傷 病 者

一 般
一 般

多 数
傷 病 者

一 般

多 数
傷 病 者

水 難

自 然

低 所

高 所

交 通
救
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
助

鉄 道

出 動 種 別

ガ ス

一 般

探
 
索

警
　
　
戒

危 険 物

水 位

１次 2 1 1 1 1
２次 1 1 1
３次 1
１次 2 2 1 2 1
２次 1 1
３次 1
１次 3 2 5 2 1 1 1
２次 1 1 3
３次 1 2
１次 1
２次 1

救 急
支 援

１次 （１）（１） 1 (１)

搬 送
支 援

１次 （１）（１） 1 (１)

山 岳

大 規 模
事 故

一 般

多 数
傷 病 者

救
急

救 急

＊（１）はいずれか１隊 



 
 

９８ 

そ の 他 

消防水利状況 
令和８年４月１日現在 

●消火栓   ５，７３８基 

 
 
 
 
 
■防火水槽  １，９７４基 

 

 

◆指定水利  １５７か所 

 

消火栓 

地区別 

合 計 ５，７３８ 

猿投地区 １，１４８ 

挙母地区 １，６５６ 

高橋地区 ６５０ 

松平地区 ２７７ 

上郷地区 ４５３ 

高岡地区 １，０５７ 

藤岡地区 ４９４ 

下山地区 ３ 

管径別
（㎜） 

合 計 ５，７３８ 
７５未満 ２ 
７５～ 

３００未満 
５，１８０ 

３００以上 ５５６ 

容量別 

合 計 １，９７４ 
40㎥以上 １，７１７ 
40㎥未満 ２５７ 

防火水槽 

地区別 

合 計 １，９７４ 

猿投地区 ３０６ 

挙母地区 ２４５ 

高橋地区 １６６ 

松平地区 １３７ 

上郷地区 ８９ 

高岡地区 ２０９ 

藤岡地区 １１８ 

小原地区 １３６ 

足助地区 ２２３ 

下山地区 ８２ 

旭地区 １４２ 

稲武地区 １２１ 

種類別 

合 計 １５７ 
プール ８５ 

防火水槽 ４２ 
池 ２１ 

消火栓 １ 
その他 ３ 

明治用水 ５ 





 １００



   １０１

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と よ た の 消 防 （第６９号） 
発行・編集  豊田市消防本部総務課 

〒４７１－０８７９ 
豊田市⾧興寺５丁目１７番地１ 
電 話:０５６５（３５）９７１７ 
ＦＡＸ:０５６５（３５）９７０９ 
メール:shoubou-soumu@city.toyota.aichi.jp 

 
     発行年月   令和８年５月 



 


